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※
こ
の
広
報
紙
は
、環
境
に
配
慮
し
て
、再
生
紙
及
び
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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わたしわたしの

ぼくの
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作
者
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報
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〜
夢
風
船
よ
高
く
広
く
飛
ん
で
い
け
〜

〜
夢
風
船
よ
高
く
広
く
飛
ん
で
い
け
〜

「
人
権
の
花
」
運
動
イ
ベ
ン
ト

　

人
権
の
花
イ
ベ
ン
ト
が
11
月
1
日
、
武

蔵
ヶ
丘
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
児

童
た
ち
は
5
月
に
人
権
擁
護
委
員
か
ら
も

ら
っ
た
花
の
種
を
大
切
に
育
て
、
た
く
さ

ん
の
種
を
採
取
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
全

て
の
人
権
を
大
事
に
し
た
い
と
い
う
思
い

を
込
め
て
書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
袋
に
そ
の

種
を
詰
め
、
紙
風
船
に
付
け
て
大
空
へ
飛

ば
し
ま
し
た
。
約
5
0
0
個
の
色
鮮
や
か

な
紙
風
船
は
軽
や
か
に
空
に
広
が
り
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
全
員
が
「
多
く
の
人

に
こ
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と

の
思
い
で
空
を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
。

▲大空に飛び立つ風船に大喜びの児童たち
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恐竜が大好きで、お友達と恐
竜の絵本や図鑑を見て楽しん
でいます。

小森　陽一郎くん
（光１町内）　

平成17年12月18日生まれ

こ もり　　よういちろう

お絵かきがとても上手で、ク
レヨンや絵の具を使って描い
ています。時々お手紙もくれ
ますよ。

笠𠩤　浩叶くん
（光４町内）　

平成17年12月22日生まれ

かさはら　  ひろ と

作
者 や　の　　　きら り

矢野　煌莉ちゃん
（辛川）

Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!

平成23年10月末現在　（　）内は前月比

●出生／  ３９ ●死亡／  １５
●転入／２１２ ●転出／１４８

３７，６５１　（＋８８）
１８，４８８　（＋３１）
１９，１６３　（＋５７）
１４，４５５　（＋５０）

編集後記
　文化の秋、スポーツの秋、読書の秋…
秋は気候が過ごしやすいことから、さま
ざまな言葉があります。その言葉どおり、
11月は文化祭、鼻ぐり井手祭、すぎな
みフェスタ、スポーツ大会などイベント
盛りだくさんでした。皆さんも楽しまれ
たでしょうか。
　私の秋らしいことといえば、今年も
やっぱり食欲の秋。来年こそは「いろん
な秋」を経験したいと思います。

（Ｉ）

今月の

表紙
菊陽特産「人参」の収穫
体験が、すぎなみフェ
スタ2011の中で行われ
ました。たくさんの親
子連れが人参畑を訪れ、
実った人参を袋いっぱ
いになるほど収穫して
いました。菊陽産の人
参を食べて、元気に成
長してほしいものです。

今月の主な話題

12月
光の森キャロット保育園

アートキャンディ工場に行ったよ

菊陽町文化祭・鼻ぐり井手祭・すぎなみフェスタ開催… 2

総合計画「前期基本計画」を紹介します……… 6

年末年始の「ごみ収集」と「し尿くみ取り」…… 9

さんさんコンサートを開催します……………15

お
い
し
い
に
ん
じ
ん

た
く
さ
ん
と
っ
た
よ
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す
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な
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フ
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フ
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参
収
穫
体
験



鼻ぐり井手祭

菊陽町文化祭
芸
術
の
祭
典
「
第
35
回
菊
陽

町
文
化
祭
」
は
10
月
30
日

〜
11
月
13
日
、
菊
陽
町
図
書
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
30
日
に

歌
謡
部
発
表
会
、
11
月
３
日
に
発

表
の
部
、
11
月
12
・
13
日
に
展
示

の
部
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

今
年
は
文
化
協
会
の
35
周
年
を

記
念
し
て
、
長
年
文
化
協
会
に
尽

力
さ
れ
た
功
労
者
11
人
に
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
町
内
で
文
化
活
動

を
し
て
い
る
団
体
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
や
作
品
展
示
が
行
わ
れ
、

終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
発
表
で
は
、
歌
謡
、
吟
詠
、
民

舞
な
ど
に
３
２
８
人
が
出
演
し
、

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。
ま
た
、
展
示
で
は
、
書
道
、

俳
句
、
切
り
絵
な
ど
８
団
体
の
作

品
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
歴
史
的
遺
構
を
分
か

り
合
い
後
世
に
引
き
継
い

で
い
こ
う
が
テ
ー
マ
の
「
第
３
回

清
正
公
さ
ん
の
鼻
ぐ
り
井
手
祭
」

が
11
月
６
日
、
南
部
町
民
セ
ン

タ
ー
と
鼻
ぐ
り
井
手
公
園
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
鼻
ぐ
り
井
手

祭
実
行
委
員
会
の
矢
野
誠
也
委
員

長
が
「
鼻
ぐ
り
井
手
祭
は
、
南
校

区
の
全
て
の
人
が
総
力
を
挙
げ
た

手
作
り
の
祭
り
で
す
。
ぜ
ひ
堪
能

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

会
場
で
は
、「
馬
場
楠
の
獅
子
舞
」

や
白
菊
園
園
児
に
よ
る
歌
や
踊
り
、

南
小
学
校
児
童
に
よ
る
鼻
ぐ
り
井

手
の
寸
劇
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
山
尾
敏
孝
熊
本
大
学
大
学

院
教
授
が
「
加
藤
清
正
公
の
事
業

か
ら
学
ぶ
も
の
」
と
題
し
、「
治

水
や
か
ん
が
い
事
業
は
現
在
で
も

参
考
に
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
」
と

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

鼻
ぐ
り
井
手
公
園
会
場
で
は
、

菊
陽
町
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
に
よ
る
井
手
底
探
検
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
約

３
０
０
人
が
探
検
に
訪
れ
、
歴
史

的
遺
構
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
地
域
の
皆
さ
ん
手
作
り

の
だ
ご
汁
の
振
る
舞
い
な
ど
が
行

わ
れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

１_ 音楽に合わせ優雅な民舞を披露 /２_
文化協会功労者11人へ表彰状が贈られる /
３_ リズミカルな音楽に合わせた社交ダン
ス /４_ 三味線の音色が会場に響く /５_
押し花作りを体験する来場者

１_ 馬場楠に伝わる伝統芸能「馬場楠の獅
子舞」/２_ 菊陽学園から焼きそばやジュー
スの販売 /３_ 南小３・４年生が鼻ぐり井
手の寸劇を披露 /４_ 楽しい出し物に笑み
がこぼれる /５_ 文化財ボランティアガイ
ドの案内で鼻ぐり井手の井手底を探検

菊陽町文化協会功労者
菊陽町文化協会功労者　
河北幸一さん、阪本竫さん　

菊陽町文化協会永年在籍者
中村玲子さん、吉永好江さん、坂本俊子
さん、吉川和子さん、矢野いすずさん、
松尾タツ子さん、熊野ツルエさん、藤本
紀子さん、本田加代子さん

２

３

４

５

１

１

２

３ ４
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鼻鼻
ご
ざ
い
ま
わ
れだ

ぐり井手
の
当
的
遺
３
０れ
わ
ド
イ菊
陽鼻

講
演

手祭
参
考
水
やら
か院
教
ま
た
手
の
南
小
やや
白
会
場
し
て
手
作
区
の
長
が
祭
実開

に
開
に
開
タ
ー11
が
正
清で
い地ざ

い
ま
し
た
。

ま
し
た
。
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

だ
ご
汁
の
振
る
舞
い
な
ど
が
行 ガ

当
日
は
地
域
の
皆
さ
ん
手
作
り

遺
構
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

０
０
人
が
探
検
に
訪
れ
、
歴
史約
ら
か
外
内
町

た
。

し
ま
れ

行
が
検
探
底
手
井
る
よ
に
ド陽
町
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

鼻
ぐ
り
井
手
公
園
会
場
で
は
、、

演
さ
れ
ま
し
た
。

」
と

考
に
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
」

や
か
ん
が
い
事
業
は
現
在在
で
も

し
、
治
「、

題
の
事
業

と
」
の
も
ぶ
学
ら教
授
が
「
加
藤
清
正
公
の

た
、
山
尾
敏
孝
熊
本
大
学学
大
学

の
寸
劇
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
児
童
に
よ
る
鼻鼻
ぐ
り
井

菊
園
園
児

る
歌歌
や
踊

白
菊
園
園
児
に
よ
る
歌歌
や
踊
り
、

「
馬
場
楠
の
獅獅
子
舞
」

場
で
は
、

さ
つ
。

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ

作
り
の
祭
り
で
す
。
ぜ
ひ
堪
ひ
堪
能

の
全
て
の
人
が
総
力
を
挙
げ
挙
げ
た

が
「
鼻
ぐ
り
井
手
祭
は
、
南
校
南
校

実
行
委
員
会
の
矢
野
誠
也
委
員
委
員

開
会
に
あ
た
り
、
鼻
ぐ
り
井
手手

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ー
と
鼻
ぐ
り
井
手
公
園
を
会
場ン
セ
民
町
部
南

日
、

６
月
11

」
祭
手
井
り
ぐ
鼻
の
ん
さ
公
正い
こ
う
が
テ
ー
マ
の
「
第
３
回い
継
き
引
に
世
後
い
合
り

か
分
を
構
遺
的
史
歴
の
域
地

２

２
ドの案内で鼻ぐり井

る

文_５/るれぼこが
４/露披を劇寸の手
小南_３/売販のス

菊陽学園_２/子舞」
るわわ伝伝に楠場馬_１

井手の井手底を探検
ア イアガアィィィテ

み
ンラボ財化文
し 笑に物し出出い

井
し楽_４
年 りぐ鼻が生年４

から焼きそばやジュー
３・小
園から焼きそばやジュー

獅獅のの楠楠能 場馬能「芸芸統伝る

３

４

１ ３ ４
せ_ 音 わ合に楽音１

５

_２/露披を舞民な雅優せ

押し花作りを体験押押し花花
４ のス ４ 線味三_４ス /
リ

ス
なリ ルカミズリ
者1

_
協

３
化 労功会協化文

験する来場者
_５/く響に場会が色音の
ンダ交社たせわ合に楽音な
/るれら贈が状彰表へ1人

１

菊菊菊菊菊菊陽町文文化祭

ん

河

さ子ツタ尾松
さ子和川吉ん、さ
吉ん、さ子玲村中

菊陽町文化協会

河北幸一さん、阪
菊陽町文化協会菊
菊陽町文化協会菊陽 楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

品
が
展
示
さ
れ

来
場
者本藤んさルツ野熊

ん、さずすい野矢ん、さ
子俊本坂ん、さ江好永吉

会永年在籍者

さん竫阪本
会功労者　
会功労者 品

が
展
示
さ
れ
、
来
場
者

が
行

ジ
発発
表

展
示

が
出

発
俳
句
、
切
り
絵
な
ど
８
団

し
た
。
ま
た
、
展
示
で
は

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披

舞
な
ど
に
３
２
８
人
が
出

ジ
発
表
で
は
、
歌
謡
、
吟

終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

終
日
に
ぎ
わ

ジ
発
表
や
作
品
展
示
が
行

ジ
発
表
や
作
品
展
示
が
行

を
し
て
い
る
団
体
な
ど

を
し
て
い
る
団
体
な
ど
の

な
ど
の

を
し
て
い
る
団
体
な
ど
の

会
場
で
は
、
町
内
で
文

会
場
で
は
、
町
内
で
文

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
人
に

11

力
さ
れ
た
功
労
者

記
念
し
て
、
長
年
文
化
協35

今
年
は
文
化
協
会
の

れ
ま
し
た
。

の
部
が
行
わ
れ
、
大
勢
の日
13
・
12
月
11

表
の
部
、

日
3

2
月
1

表
の
部
、

月
３

11

歌
謡
部
発
表
会
、

月
10

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
、
菊
陽
町
図

13
月
11
〜

10
は
」
祭
化
文
町

35
第

典
「

祭
の
術
芸

紀子さん、本田加
ん、さ子ツタ尾松

５

者
の
目
を

加代子さん
本藤ん、さエルツ野熊 者

の
目
を

行
わ
れれ
、

出団
体
の
作

は
、
書
道
、

披
露
し
ま

出
演
し
、

吟
詠
、
民

ス
テ
ー

行
わ
れ
、

ス
テ
ー

の
ス
テ
ー

の
ス
テ
ー

の
ス
テ
ー

文
化
活
動

文
化

に
表
彰
状

協
会
に
尽

周
年
を

35 の
人
が
訪

日
に
展
示

MY  HOME  T

日
に
展
示

３
日
に
発
日
に

30
月図
書
館
で日
30
月

陽
菊
回

221.TOWN  KIKUYO  2011
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す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
１
が
11
月
12
日
、

菊
陽
杉
並
木
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
後
藤
町
長
が

「
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
は
今
年
で

24
回
目
。
農
村
部
と
都
市
部
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、
産
業
・
健
康
・

福
祉
・
環
境
な
ど
を
総
合
し
た
祭

り
で
す
。
大
い
に
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
菊
陽
鉄
砲

隊
の
祝
砲
を
皮
切
り
に
、
盛
大
に

始
ま
り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
各
種
団
体
に

よ
る
ダ
ン
ス
な
ど
の
披
露
や
、
菊

陽
町
な
ら
で
は
の
人
参
釣
り
大

会
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
積
み
上
げ
大

会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
が

行
わ
れ
、
中
で
も
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゼ
シ
ョ
ー
は
子
ど
も
た
ち

に
大
人
気
で
し
た
。

会
場
に
は
、
各
種
団
体
か
ら
手

作
り
の
商
品
、
展
示
物
や
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
出
店
さ
れ
、
長

蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
鹿
児
島
県

屋
久
島
町
か
ら
町
へ
ヤ
ク
シ
マ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
贈
ら
れ
、
菊
陽
杉

並
木
公
園
の
「
屋
久
島
の
森
」
に

記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
に

は
５
，
５
０
０
人
を
超
え
る
来
場

者
が
訪
れ
、
終
日
秋
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

１_ 仮面ライダーフォーゼショーに笑顔が弾ける子どもたち /２_ 人参詰め放題コーナーは、
多くの人出でにぎわう /３_ 野菜ジュースを天高くまで積み上げる /４_ 姉妹都市の鹿児島
県屋久島町と記念植樹 /５_ 町立保育所４園の園児が元気いっぱいの踊りを披露 /６_ アツ
アツのからいもの天ぷらをおいしそうに頬張る女の子 /７_ 釣りざおで菊陽特産の人参を釣
り上げる /８_ 司会のMＥＧさんと中華首藤さんによる抽選会には大勢の人だかりができる

す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１

に
ん
じ
ん
レ
シ
ピ

優
秀
作
品

豆腐と人参しぼりかすときく
らげの皮なしシューマイ

人参のマフィン

深山　美奈さん 深山　君子さん
にんじんのカミカミサラダ 人参＆ブロッコリー胡麻

油添え
蒸し人参の梅肉ソースかけ 油揚げに人参しぼりかすと

レーズン・山芋の詰め焼き
すりおろし人参のちりめ
んあえ

人参入りドリア風

古田　朱実さん木村　鏡子さん 川端　フジノさん崔　暁光さん臼杵　澄子さん

人参みたらし団子

１

３

４

５ ６

７ ２

８

す
ぎぎ
な
み
フフ
ェ
ス
タ
２２
０
１
１

/り上げる
らかのツア
町島久屋県
出人のく多
ラ面仮_１

さんと中華首ＧＥM司会の_８
頬にうそしいおをらぷ天のもいら
４所育保立町_５/樹植念記と町
スーュジ菜野_３/うわぎにで出
が顔笑にーョシゼーォフーダイ

首藤さんによる抽選会には大勢の
菊でおざり釣_７/子の女る張頬
踊のいぱっい気元が児園の園４
４/るげ上み積でまく高天をス
詰参人_２/ちたもど子るけ弾が

１

の人だかりができる
釣を参人の産特陽菊
ツア_６/露披をり踊
島児鹿の市都妹姉_
は、ーナーコ題放め詰

人参入りりドリア風 蒸し人参の梅肉ソソ スかけ にんじんのカミカミサ 麻胡リコッロブ＆参人サラダ 人参みたらし団子 かりぼし参人と腐豆 かりぼし参人にげ揚油くきとす めりちの参人しろおりすとすか め 人参のマフィン

優
秀
作
品

に
ん
じ
ん
レ
シ
ピ

5 MY  HOME  TO

人参入り

深山　美

21.OWN  KIKUYO  2011

りドリア風 蒸し人参の梅肉ソ

深山　君子さん美奈 さん臼杵　澄子
ソースかけ にんじんのカミカミサ

さん子
さん崔　暁光

油添え
麻胡ーリコッロブ＆参人サラダ 人参みたらし団子

さん木村　鏡子
らげの皮なしシュー

かりぼし参人と腐豆

さん川端　フジノ
レーズン・山芋の詰め焼

かりぼし参人にげ揚油
マイ

くきとす

古田　朱
んあえ

めりちの参人しろおりす
焼き
とすか

MY  HOME  T

さん朱実

め 人参のマフィン

421.TOWN  KIKUYO  2011

ピ
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第
１
章　

　

生
涯
に
わ
た
る
健
康
の
保
持
、
増
進

　

若
い
世
代
か
ら
の
健
康
づ
く
り
や
住
民

の
健
康
管
理
意
識
を
高
め
る
啓
発
活
動
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
診
査
や
医
療
環

境
な
ど
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
健
康
増
進
計
画
の
策
定

○
身
近
な
施
設
や
病
院
に
お
け
る
健
診
の

実
施

○
行
政
・
医
療
機
関
・
地
域
が
連
携
し
た

健
康
づ
く
り
推
進
体
制
の
充
実

○
受
診
率
向
上
の
た
め
の
個
別
通
知
お
よ

び
電
話
で
の
勧
奨
の
充
実

○
子
ど
も
の
生
活
習
慣
病
予
防
教
育
の
充
実

○
地
域
医
療
機
関
の
連
携
の
促
進　

な
ど

第
２
章　

地
域
福
祉
の
充
実　
　
　
　
　

　

住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、
健

康
で
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
社
会
福
祉
協
議

会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
育
成
と

支
援
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
で
見
守
り
、

支
え
合
う
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
支
援
強
化
と
連
携

○
地
域
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

○
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進

（
公
共
施
設
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
推
進
）　　
　
　
　
　
　
　

 

な
ど

第
３
章　

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域

で
で
き
る
限
り

在
宅
生
活
を
維

持
で
き
る
よ
う

に
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

○
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
支
援

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
活
動
の
支
援

○
世
代
間
交
流
の
推
進

○
通
所
型
介
護
予
防
事
業
の
推
進

○
高
齢
者
の
権
利
擁
護
体
制
の
充
実

○
成
年
後
見
制
度
の
普
及　
　
　
　

な
ど

先
月
号
に
引
き
続
き
、
前
期
基
本
計
画
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
第
２
編
か
ら

第
４
編
ま
で
、
健
康
、
環
境
や
生
活
な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
掲
載
し
ま
す
。

第
５
期
菊
陽
町
総
合
計
画「
前
期
基
本
計
画
」を
紹
介
し
ま
す

「
人
・
緑　

未
来
輝
く
生
活
都
市　

き
く
よ
う
」
の
実
現
に
向
け
て

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

総合
計画

第
４
章　

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

障
が
い
者
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を

営
め
る
よ
う
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
不
利
益
な
取
り
扱
い

を
な
く
す
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

○
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

○
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
文

化
活
動
の
支
援

○
障
が
い
者
雇
用
協
力
事
業
所
の
確
保
・

拡
大

○
障
が
い
者
の
権
利
擁
護
体
制
の
充
実

○
成
年
後
見
制
度
の
普
及

○
小
中
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
教
育

の
拡
充　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

第
５
章　

子
育
て
支
援
の
充
実

　

保
育
環
境
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ

せ
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民

間
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
子
育

て
支
援
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

○
地
域
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
組
織
化
と

活
動
へ
の
支
援

○
公
共
施
設
に
お
け
る
子
育
て
支
援
環
境

の
充
実

○
幼
稚
園
就
園
奨
励
助
成
の
実
施

○
保
育
所
の
整
備
・
再
編
・
拡
充
や
管
理
・

運
営
体
制
の
検
討

○
家
庭
的
保
育
事
業
の
実
施

○
定
期
的
な
健
診
や
保
健
指
導
の
強
化

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
実
施　
　

な
ど

第
６
章　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
の
支
援

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
の
支
援
体
制
充

実
を
図
り
、
低
所
得
者
の
安
定
し
た
生
活

と
自
立
の
た
め
必
要
な
支
援
を
実
施
し
ま

す
。

○
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
の
実
施

○
ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業

の
推
進

○
自
立
支
援
の
た
め
の
就
労
促
進
事
業
の

啓
発

○
生
活
支
援
と
自
立
に
向
け
た
支
援
の
充
実

○
福
祉
事
務
所
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携

な
ど

第
７
章　

社
会
保
障
制
度
の
適
切
な
運
営

　

住
民
一
人
一
人
が
安
心
し
て
生
活
を
送

る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
制
度
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
お
よ
び
介
護
保
険
制
度
の

健
全
な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、
各
社
会

保
障
制
度
の
適
正
な
運
用
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

○
未
加
入
者
の
加
入
促
進

○
啓
発
活
動
の
実
施

○
医
療
費
適
正
化
の
推
進

○
健
全
財
政
の
確
保

○
相
談
窓
口
の
充
実　
　
　
　
　
　

第
２
編　

地
域
で
支
え
合
い
、
み
ん
な
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り（
健
康
・
福
祉
）

第
１
章　

環
境
保
全
対
策
の
推
進

　

本
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
、
地

球
規
模
で
の
環
境
保
全
の
た
め
、
環
境
意

識
の
啓
発
・
向
上
、
省
資
源
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

○
広
報
、
環
境
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
環

境
保
全
に
関
す
る
啓
発

○
各
地
域
、
団
体
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

な
ど
の
推
進

○
不
法
・
不
適
切
な
野
焼
き
や
不
法
投
棄

の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

○
太
陽
光
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
促
進

○
農
業
関
係
団
体
な
ど
に
よ
る
廃
材
資
材

の
回
収

○
環
境
に
負
荷
の
少
な
い
製
品
・
商
品
や

低
公
害
車
の
導
入
な
ど
グ
リ
ー
ン
購
入

の
実
施

○
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
推
進　
　

な
ど

第
２
章　

緑
化
の
推
進

　

自
然
と
の
共
生
の
場
の
提
供
や
良
好
な

住
環
境
を
形
成
す
る
癒
し
空
間
の
形
成
を

図
る
た
め
、
公
園
の
整
備
、
ま
ち
の
緑
化

を
推
進
し
ま
す
。

○
地
域
活
動
団
体
へ
の
花
苗
の
配
布

○
鉄
砲
小
路
な
ど
の
生
垣
設
置
の
推
進
・

拡
大

○
杉
並
木
、
は
ぜ
並
木
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
の
保
存

○
地
域
特
性
に
合
わ
せ
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
都
市
公
園
の
整
備

○
住
民
と
行
政
の
協
力
に
よ
る
公
園
・
緑

地
の
維
持
管
理

○
鼻
ぐ
り
井
手
公
園
周
辺
の
整
備　

な
ど

第
３
章　

水
環
境
の
保
全
・
活
用

　

水
資
源
の
保
全
と
排
水
対
策
の
充
実
を

図
る
た
め
、
地
下
水
保
全
活
動
・
啓
発
活

動
、
下
水
道
事
業
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

○
農
地
な
ど
の
保
全
に
よ
る
地
下
水
涵
養

域
の
確
保

○
広
報
誌
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る

地
下
水
涵
養
の
啓
発
活
動

○
雨
水
浸
透
ま
す
な
ど
の
施
設
設
置
に
よ

る
地
下
水
人
工
涵
養
の
推
進

○
汚
染
・
汚
濁
防
止
対
策
の
推
進

○
下
水
道
事
業
の
推
進　
　
　
　
　

な
ど

第
１
章　
調
和
の
取
れ
た
土
地
利
用
の
推
進

　

町
の
一
体
的
か
つ
調
和
の
取
れ
た
地
域

活
力
の
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
、
総
合
的
、

計
画
的
な
指
針
な
ど
の
も
と
で
適
切
な
土

地
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

○
菊
陽
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進

○
公
共
下
水
道
事
業
の
推
進

○
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
推
進

○
農
地
お
よ
び
森
林
の
保
全

○
集
落
内
開
発
制
度
の
適
正
な
活
用　

な
ど

第
２
章　

住
宅
・
住
環
境
の
整
備

　

住
み
よ
さ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
を
形
成

す
る
た
め
、
適
正
な
誘
導
と
美
し
い
街
並

み
景
観
に
よ
る
魅
力
あ
る
市
街
地
の
形
成

を
図
る
と
と
も
に
、
良
質
な
住
環
境
を
整

備
し
ま
す
。

○
生
垣
の
奨
励

○
住
居
表
示
の
実
施

○
老
朽
化
し
た
町
営
住
宅
の
計
画
的
な
整
備

○
駅
お
よ
び
駅
周
辺
の
整
備　
　
　

な
ど

第
３
章　

交
通
体
系
の
充
実

　

広
域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、

歩
行
者
に
や
さ
し
い
生
活
道
路
網
な
ど
の

整
備
、
利
便
性
と
効
率
性
を
両
立
す
る
公

共
交
通
体
系
を
構
築
し
ま
す
。

○
菊
陽
空
港
線
・
下
原
堀
川
線
・
緑
ヶ
丘

線
の
整
備
と
延
伸

○
西
部
地
区
の
道
路
環
境
改
善
の
検
討

○
新
た
な
公
共
交
通
体
系
の
検
討

○
町
内
巡
回
バ
ス
の
見
直
し　
　
　

な
ど

第
４
章　
水
の
安
定
供
給
と
下
水
道
の
整
備

　

快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

安
全
で
安
心
で
き
る
水
の
供
給
や
下
水
道

の
整
備
、
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
の
整
備
お
よ
び
維
持
管
理

○
下
水
道
事
業
に
対
す
る
啓
発
活
動（
啓

発
運
動
・
水
洗
化
の
推
進
）

○
未
整
備
地
区
の
計
画
的
な
整
備

○
強
度
復
元
と
腐
食
防
止
策
に
よ
る
下
水

道
施
設
の
長
寿
命
化　
　
　
　
　

な
ど

第
５
章　

環
境
衛
生
対
策
の
推
進

　

ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
、
不

法
・
不
適
切
な
野
焼
き
や
不
法
投
棄
の
防

止
啓
発
を
進
め
ま
す
。

○
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
の
推
進

○
環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
イ
ス
タ
イ
ル

の
推
進

○
生
ご
み
処
理
機
や
堆
肥
化
容
器
の
購
入

助
成

○
リ
サ
イ
ク
ル
奨
励
金
補
助

○
指
定
ご
み
袋
に
よ
る
分
別
収
集
の
徹
底

○
ご
み
の
適
正
処
理
に
つ
い
て
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
広
報
に
よ
る
啓
発　
　

な
ど

第
３
編　

環
境
に
配
慮
し
た
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り（
自
然
・
環
境
）

第
２
部　

暮
ら
し
や
す
く
安
全
で
安
心
な
ま
ち

第
４
編　

快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り（
生
活
基
盤
）

第
１
部　

人
を
大
切
に
す
る
ま
ち

か
ん
よ
う

か
ん
よ
う
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年末年始の「ごみ収集」と「し尿くみ取り」
期日が変更されていますごみ

し尿
問 環境生活課　ごみ減量推進係　☎（232）2114

募集

年末年始に伴い、ごみ収集日が変更になります。詳しくは、ごみ収集カレンダーをご覧ください。

■ごみの個人持ち込み先
○燃やすごみ・可燃性粗大ごみ　　
　東部清掃工場（大津町大字古城1046番地の2）
　☎（293）5245

○資源物、不燃・埋立ごみ、不燃性粗大ごみ
　環境美化センター（大津町大字大津115番地）
　☎（293）1222

■ごみ収集・し尿くみ取り日程表

・収集日以外は、ごみを出さないでください。　
・ごみを個人で持ち込む場合は、所定の処分手数料が必要です。
　（ごみ指定袋に入れる必要はありません）

環境
　
「
野
焼
き
」
に
は
、
地
面
で
直
接
焼
却

を
行
う
場
合
だ
け
で
な
く
、
ド
ラ
ム
缶
・

ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・
素
掘
り
の
穴
・
法
律
で

定
め
ら
れ
た
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
焼

却
炉
で
の
焼
却
行
為
な
ど
も
含
ま
れ
、
一

般
家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
行
為
は
ほ
と
ん

ど
「
野
焼
き
」
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

 

■
野
焼
き
が
禁
止
の
理
由

　

野
焼
き
を
行
う
と
、
そ
の
煙
が
悪
臭
や

大
気
汚
染
の
原
因
と
な
る
た
め
、
周
辺
の

皆
さ
ん
に
大
変
な
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
野
焼
き
で
は
通
常
、
焼
却
温
度

が
２
０
０
〜
３
０
０
℃
程
度
に
し
か
な
ら

な
い
た
め
、
燃
や
す
も
の
に
よ
っ
て
は
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
原
因
に
な
る
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

■
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合

❶
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を

行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

例
ど
ん
ど
焼
き
、
正
月
の
し
め
縄
や
門
松

な
ど
を
た
く
行
事

❷
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ

る
廃
棄
物
の
焼
却（
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
焼

却
は
で
き
ま
せ
ん
）

例
稲
わ
ら
の
焼
却
、
焼
き
畑
、
あ
ぜ
の
草

や
下
枝
の
焼
却

適
法
な
焼
却
施
設
を
使
わ
ず
野
外
で
廃
棄
物（
ご
み
）を
燃
や
す
こ
と
を『
野
焼
き
』

と
い
い
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
原
則
と
し
て
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
野
焼
き
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
現
地
で
の
周
知

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
な
ど
の
違
法
な
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

問 

環
境
生
活
課　

ご
み
減
量
推
進
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
４

❸
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で

通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ

て
軽
微
な
も
の

例
落
ち
葉
た
き
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

※

例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
も

野
焼
き
は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
て
く

だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
行
う
場
合
は
、

風
の
向
き
や
強
さ
、
時
間
帯
、
周
辺
の

環
境
な
ど
に
十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
ご
み
を
処
分
す
る
方
法

　

各
家
庭
に
配
付
し
て
い
る
「
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」
と
「
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
」
に
従
い
、
廃
棄
物（
ご
み
）を
分
別

し
、
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事
務

所
・
工
場
・
商
店
・
農
家
な
ど
事
業
活
動

に
伴
っ
て
出
る
廃
棄
物
は
、
そ
の
種
類
に

よ
り
「
一
般
廃
棄
物
」
と
「
産
業
廃
棄
物
」

に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
集
運
搬
の
許

可
を
受
け
た
業
者
に
処
分
を
委
託
す
る
か
、

ま
た
は
一
般
廃
棄
物
は
町
の
処
理
施
設
に

自
ら
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

■
罰
則

　

違
反
す
る
野
焼
き
を
行
っ
た
人
に
は
５

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
一
千
万
円
以
下

の
罰
金
、
ま
た
は
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　Ａさんは引っ越しに伴い、大量のごみが出たので、
知り合いのＢさんに手数料を払い、ごみ処理を依頼
しました。Ｂさんは、ごみの処分や運搬の許可を受
けた業者ではありません（ごみ処理を行う場合は、
法律により市町村長の許可が必要です）。Ｂさんは、
処理を依頼されたごみを、ごみ処理工場に持ち込ま

ず、山林に捨ててしまいました。後日それが発覚し、
Ｂさんは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
に違反したとして検挙されました。Ａさんは、参考
人として事情聴取を受け、Ｂさんは裁判の結果、十
数万円の罰金刑を科せられました。

不法投棄は犯罪です
軽い気持ちでごみを捨てても、その行為は犯罪となります。実際に不法投棄を行い、検挙された実例を紹介
します。 

中核
工業団地 

コ
ン
ビ
ニ

本田技研
● 

石碑「清正公道」

至菊池市 

●コンビニ

ミルク
ロード 

至阿蘇 

●消防署 

●病院 

至空港 

国
道
3 
2 
5
号

 

● 国道57号

東部清掃工場 
（不燃・埋立ごみ、資源物、
　不燃性粗大ごみ）

（燃やすごみ、可燃性粗大ごみ）

環境美化センター 

●食堂 
スーパー

● 道の駅
● 

●
翔陽高校  
●
翔陽高校  
●
翔陽高校  

コンビニ●コンビニ●コンビニ●

み
ん
な
で
生
活
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う

収集地区

Ｄ

Ａ・Ｂ

Ｃ・Ｄ

Ａ・Ｂ

新聞紙・折込みチラシ、
雑誌・電話帳、その他の紙

ペットボトル

ペットボトル

布類、段ボール、牛乳パック

12/23（第 4金）

1/2（第 1月）

1/3（第 1火）

1/9（第 2月）

12/26（第 4月）

1/12（第 2木）

1/13（第 2金）

1/26（第 4木）

収集物 変更前
収集日

変更後

12/24（土）
12/25（日）
12/26（月）
12/27（火）
12/28（水）
12/29（木）
12/30（金）

12/31（土）～

　　
1/3（火）

1/4（水）

休み
休み

ごみ収集カレンダー
のとおり

休み

ごみ収集カレンダー
のとおり

　8:30～12:00
★8:30～17:00

　8:30～17:00

★8:30～17:00

休み

　8:30～17:00

期日 し尿くみ取り
ごみを個人で持ち込む場合

ごみ収集 燃やすごみ
可燃性粗大ごみ
（東部清掃工場）

資源物、不燃・埋立ごみ
不燃性粗大ごみ

（環境美化センター）

★8:30～12:00
★8:30～17:00

　8:30～17:00

★8:30～17:00

休み

　8:30～17:00

★特別開放日

12/24（土）までに依頼があっ
た分は、12/28（水）までにく
み取りを行います。
■問い合わせ
　中野衛生㈲ ☎（232）0636

休み

通常

●東部清掃工場と環境美化センターは、12:00～13:00の間、受付を休みますのでご注意ください。注
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ペットを飼っている皆さんへ
　ペットの置き去りは絶対にしないで
ください。フン尿、ごみの散らかし、
農作物などの窃取、大量繁殖や鳴き声
などにより、周辺地域の生活環境を大
変悪化させます。また、強い力を持っ
た外来種は、生態系を狂わせる原因に
もなります。
　自分さえ良ければいいということで
は「住みよいまち」にはなりません。
マナーを守って、住民がみんなで協力
し合い、住みよい環境にしましょう。

募集

飼育
マナー

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

■
フ
ン
を
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

最
近
、
人
の
家
の
前
、
公
園
や
畑
の
あ

ぜ
な
ど
で
、
犬
の
フ
ン
が
放
置
さ
れ
て
い

る
な
ど
の
苦
情
が
届
い
て
い
ま
す
。
他
人

の
土
地
、
公
園
や
道
路
は
犬
の
ト
イ
レ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
処

理
す
る
か
、
排
便
場
所
を
し
つ
け
、
運
動

だ
け
の
散
歩
に
連
れ
出
す
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

■
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

放
し
飼
い
に
よ
っ
て
、▼
犬
に
か
ま
れ

る
事
故
が
あ
れ
ば
加
害
犬
と
疑
わ
れ
る
▼

交
通
事
故
に
あ
っ
て
負
傷
す
る
こ
と
が
あ

る
▼
驚
か
す
な
ど
人
に
迷
惑
を
か
け
る
▼

他
の
犬
か
ら
病
気
が
感
染
す
る
こ
と
が
あ

る
、
な
ど
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
鳴
き
声
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

　
「
近
所
の
犬
が
ほ
え
て
眠
れ
な
い
」「
昼

間
留
守
の
家
で
犬
が
一
日
中
ほ
え
て
困
っ

て
い
る
」
な
ど
の
苦
情
が
届
い
て
い
ま
す
。

飼
い
主
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
迷
惑
を
し

て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
は
、
犬
の
正

し
い
管
理
と
明
る
い
近
所
付
き
合
い
が
大

切
で
す
。
飼
い
主
の
管
理
ミ
ス
で
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
、
飼
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

■
散
歩
の
マ
ナ
ー

❶
飼
い
犬
は
リ
ー
ド
に
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う

　

飼
い
犬
を
リ
ー
ド
に
つ
な
が
ず
散
歩
す

る
の
は
マ
ナ
ー
違
反
で
す
。「
う
ち
の
犬

は
い
い
子
だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い

る
の
は
飼
い
主
だ
け
で
す
。
放
れ
た
犬
は
、

道
路
に
飛
び
出
し
た
り
、
他
の
犬
と
ケ
ン

カ
し
た
り
、
他
人
に
飛
び
つ
い
た
り
す
る

か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
愛
犬
の
命

を
守
り
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
は
、
飼

い
主
の
責
任
で

す
。

飼
い
主
の
皆
さ
ん
、
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
の
後
始
末
を
き
ち
ん
と
し
て
い
ま
す
か
。

放
し
飼
い
や
鳴
き
声
で
近
所
に
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
で
す
か
。

ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
に
つ
い
て
、
ご
家
庭
で
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

❷
犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

飼
い
犬
が
散
歩
中
に
し
た
フ
ン
を
放
置

す
る
の
は
マ
ナ
ー
違
反
で
す
。
公
園
、
道

路
や
川
土
手
に
犬
の
フ
ン
が
落
ち
て
い
る

の
を
知
ら
ず
に
踏
ん
だ
り
、
草
刈
り
で
飛

び
散
っ
た
り
し
て
嫌
な
思
い
を
し
て
い
る

人
も
多
い
よ
う
で
す
。
畑
の
あ
ぜ
に
放
置

さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
農
作
業
の
と
き
に

大
変
迷
惑
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ン
は
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
。
自
宅
の
庭
な
ど
に
埋
め

る
か
、
紙
な
ど
に
包
み
「
燃
や
す
ご
み
」

と
し
て
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

❸
犬
の
オ
シ
ッ
コ
を
他
人
の
家
の
塀
や
門

な
ど
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

他
人
の
家
の
塀
や
門
な
ど
に
オ
シ
ッ
コ

を
さ
せ
る
の
は
マ
ナ
ー
違
反
で
す
。
犬
が

散
歩
中
、
電
柱
な
ど
に
オ
シ
ッ
コ
を
し
て

い
る
の
は
、
犬
の
「
マ
ー
キ
ン
グ
」
で
す
。

飼
い
犬
の
「
マ
ー
キ
ン
グ
」
を
、
犬
の
習

性
だ
か
ら
と
野
放
し
に
す
る
の
は
や
め
、

飼
い
主
が
主
導
権
を
持
っ
た
散
歩
を
し
ま

し
ょ
う
。

■
飼
え
な
く
な
っ
て
も
捨
て
な
い
で

　

子
犬
が
産
ま
れ
た
り
、
引
っ
越
し
た
り

し
て
犬
が
飼
え
な
く
な
っ
た
ら
、
ま
ず
新

し
い
飼
い

主
を
探
し

て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

猫
に
は
、
飼
育
に
関
す
る
法
規
定
が
な

い
た
め
「
放
し
飼
い
が
当
然
」
と
い
う
風

潮
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ゆ
え
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
悪
さ
を
し
、
迷
惑
を
か
け
て
い

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。

●
自
宅
敷
地
内
で
フ
ン
や
尿
を
す
る
場
所

を
し
つ
け
る

●
野
良
猫
と
区
別
す
る
た
め
に
首
輪
を
つ

け
る

●
で
き
る
限
り
室
内
で
飼
う（
放
し
飼
い

を
極
力
避
け
る
）

●
自
分
の
飼
い
猫
が
よ
そ
で
悪
さ（
フ
ン

尿
、
ご
み
の
散
ら
か
し
、
車
に
傷
を
つ

け
る
な
ど
）を
し
た
こ
と
を
知
っ
た
時
、

飼
い
主
は
速
や
か
に
責
任
を
持
っ
て
対

処
す
る

●
管
理
が
で
き
な
い
猫
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
、
必
要
に
応
じ
て
去
勢
・
避
妊
手

術
を
行
う

ペ
ッ
ト
の
飼
育
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

問 

環
境
生
活
課　

環
境
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
４

■
ラ
イ
タ
ー
の
購
入
に
あ
た
っ
て
の
注
意

　

購
入
の
際
に
は
、
本
体

に
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
が
表
示

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
は
、「
使
い
捨
て
ラ
イ

タ
ー
」
や
「
多
目
的
ラ
イ
タ
ー（
点
火
棒
）」

の
う
ち
、
❶
燃
料
の
容
器
と
構
造
上
一
体

と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
❷
当
該

容
器
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
用
い
た
も
の
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
ラ
イ
タ
ー
の
使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意

　

子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
置

き
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
に
触
ら
せ
ず
、
火

遊
び
の
危
険
性
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

■
ラ
イ
タ
ー
の
処
分
方
法

　

ガ
ス
が
残
存
す
る
ラ
イ
タ
ー
の
廃
棄
を

原
因
と
す
る
ご
み
収
集
車
の
火
災
事
故
な

ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
使
い
切
る
か
ガ

ス
抜
き
を
し
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

【
ご
み
の
分
別
】

○「
多
目
的
ラ
イ
タ
ー（
点
火
棒
）」
は
、

「
不
燃
・
埋
立
ご
み
」
で
す
。

○「
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
」
は
、「
燃
や
す

ご
み
」
で
す
。
水
分
の
あ
る
生
ご
み
な

ど
の
中
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

【
ガ
ス
抜
き
の
方
法
】　　

❶
周
囲
に
火
の
気
の
な
い
こ
と
を
確
認
。

❷
操
作
レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
る
。
着
火
し

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
吹
き
消
す
。

❸「
シ
ュ
ー
」
と
い
う
音
が
聞
こ
え
れ
ば
、

ガ
ス
が
噴
出
し
て
い
る
。
聞
こ
え
な
い

場
合
は
、
炎
調
整
レ
バ
ー
を
プ
ラ
ス
方

向
い
っ
ぱ
い
に
動
か
す
。

❹
輪
ゴ
ム
や
粘
着
力
の
強
い
テ
ー
プ
で
、

押
し
下
げ
た
ま
ま
の
レ
バ
ー
を
固
定
。

❺
こ
の
状
態
の
ま
ま
、
付
近
に
火
の
気
が

な
く
、
風
通
し
の
良
い
屋
外
に
半
日
か

ら
１
日
置
く
。

❻
念
の
た
め
に
着
火
操
作
を
し
て
、
火
が

着
か
な
け
れ
ば
、
ガ
ス
抜
き
は
完
了
。

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
、「
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
」
の
表
示
さ
れ
て
い
な
い
ラ
イ
タ
ー

の
販
売
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
は
正
し
く
処
分
し
ま
し
ょ
う

ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
発
火
事
故
の
た
め

問 

環
境
生
活
課　

ご
み
減
量
推
進
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
４

環境

ガスの抜き方

複合
施設先

月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
10
月
に
第
１
回
会
議
を
開
催
し
、
各
委
員
か

ら
施
設
に
必
要
な
機
能
や
設
備
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
第
２

回
会
議
で
は
県
外
の
自
治
体
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
各
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
を
ま
と
め
て
紹
介
し
ま
す
。
今
後
、
検
討

を
重
ね
、
必
要
な
機
能
な
ど
を
集
約
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

第
１
回
・
第
２
回
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

（
仮
称
）菊
陽
町
光
の
森
複
合
施
設
建
設
検
討
委
員
会

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

■
複
合
施
設
に
必
要
な
機
能
や
設
備

集
う

●
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
た
め
に

必
要
な
集
会
が
行
え
る
会
議
室

●
急
な
会
合
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
複

数
か
つ
区
切
ら
れ
る
会
議
室

子
育
て

●
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
な
ど
子
ど
も
連
れ
で
も

気
兼
ね
な
く
利
用
で
き
る
場
所

●
子
ど
も
の
本
離
れ
に
対
応
す
る
た
め
の

書
籍
の
設
置

体
を
動
か
す

●
土
日
や
夜
間
も
利
用
で
き
各
種
行
事
な

ど
が
行
え
る
小
体
育
館

●
雨
天
時
で
も
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
具

触
れ
合
う

●
自
由
に
出
入
り
し
て
お
し
ゃ
べ
り
や
飲

食
が
で
き
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

●
音
楽
公
演
が
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
や

外
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

行
政
関
係

●
行
政
手
続
き
や
各
種
相
談
に
も
対
応
で

き
る
窓
口
の
設
置

●
成
人
や
乳
幼
児
健
診
が
行
え
る
設
備

●
防
犯
や
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能

■
付
随
し
て
必
要
と
な
る
機
能
や
設
備

全
体
の
印
象
や
見
た
目
の
雰
囲
気

●
優
し
い
照
明
を
使
う
な
ど
気
軽
に
利
用

で
き
る
場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

●
明
る
く
開
放
感
の
あ
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

や
吹
き
抜
け
な
ど
の
空
間
の
活
用

外
構
・
駐
車
場

●
将
来
の
利
用
に
備
え
た
電
気
自
動
車
の

充
電
ス
ペ
ー
ス

●
国
旗
、
町
旗
の
掲
揚
台
や
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
な
ど
で
き
る
外
周
コ
ー
ス

■
そ
の
他
、
複
合
施
設
に
求
め
ら
れ
る
も
の

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
屋
上
の
活
用（
太
陽

光
発
電
な
ど
）、
施
設
利
用
の
検
索
シ

ス
テ
ム
の
構
築
な
ど

　

他
に
も
、
会
議
室
を
作
る
だ
け
で
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
は
難
し
い
と
い
う
意

見
や
、
誰
で
も
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
施

設
を
つ
く
り
、
つ
な
が
り
を
構
築
す
る
こ

と
が
重
要
な
ど
、
多
く
の
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
が
20
歳

以
上
60
歳
未
満
で
退
職（
失
業
）す
る
と
、

役
場
で
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に

な
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
平
成

23
年
度
の
保
険
料
は
、
月
額
１
５
，
０
２

０
円
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
人
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の

納
付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
免
除
制
度
を
利
用
す
る
と
、
保
険
料
を

納
め
な
く
て
も
免
除
さ
れ
た
期
間
は
老
齢

年
金
の
受
給
資
格
期
間
の
25
年
に
算
入
さ

れ
、
老
齢
基
礎
年
金
の
２
分
の
１
の
年
金

額
が
保
障
さ
れ
ま
す
。
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
も
算

入
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
免
除
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
そ

の
前
年
度
に
退
職（
失
業
）し
た
人
は
、
特

例
免
除
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
特

例
免
除
で
は
、
通
常
は
審
査
の
対
象
と
な

る
本
人
の
所
得
の
状
況
を
除
外
し
て
審
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
配
偶
者
、
世

帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は

免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

退
職
に
は
自
己
都
合
退
職
も
含
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
被
扶
養
配
偶
者
だ
っ
た
人

も
、
配
偶
者
が
特
例
免
除
に
該
当
す
れ

ば
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
免
除
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

❶
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
も
の

❷
認
め
印

❸
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公

的
機
関
の
証
明
の
写
し

（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
離
職
票

な
ど
）

退
職（
失
業
）し
た
人
で
、
年
金
保
険
料
の
支
払
い
が
経
済
的
に
困
難
な
人
は
、

申
請
に
よ
っ
て
免
除
制
度
や
特
例
免
除
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

申
請
を
希
望
す
る
人
は
、
手
続
き
に
必
要
な
も
の
を
持
っ
て
窓
口
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。 国

民
年
金
保
険
料
の
特
例
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

退
職（
失
業
）し
た
人
に
は

問 

町
民
課　

年
金
係　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
４

問 

熊
本
西
年
金
事
務
所　

☎（
３
５
５
）３
２
６
１

年金

男女
共同

男女共同参画社会推進懇話会
堀川　妙子委員

　
「
日
本
女
性
会
議
」
と
い
う
と
、
女
性

だ
け
が
参
加
で
き
る
会
議
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
国
連
婦
人
年
」
を
記
念
し
て
始
ま
り
、

今
年
で
28
回
を
迎
え
、
住
民
と
行
政
が
連

携
し
て
、
男
女
が
共
に
支
え
合
う
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
歴
史
的
な
会
議
で
す
。

　

１
日
目
は
、
10
の
分
科
会
が
あ
り
、
人

権
擁
護
委
員
を
し
て
い
る
関
係
で
「
女
性

へ
の
暴
力
」
に
出
席
し
ま
し
た
。「
夫
婦

間
暴
力
」
は
、
Ｄ
Ｖ
に
よ
っ
て
命
を
落
と

す
事
例
も
あ
り
、
と
て
も
深
刻
な
問
題
で

す
。
支
援
の
現
場
で
は
長
期
的
サ
ポ
ー
ト

体
制
が
あ
り
ま
す
が
、
親
子
の
生
活
再
建

の
困
難
さ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
日
目
、
開
会
式
に
引
き
続

き
「
エ
プ
ロ
ン
を
は
ず
し
て
夢
の
山
」
と

題
し
て
、
田
部
井
淳
子
さ
ん
の
記
念
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
山
登
り
も
一
歩
一
歩
の

前
進
が
あ
っ
て
実
現
で
き
る
こ
と
を
引
き

合
い
に
出
さ
れ
、「
男
女
共
同
参
画
」
も

長
い
道
の
り
で
あ
る
が
、
一
歩
一
歩
の
努

力
が
社
会
の
仕
組
み
を
少
し
ず
つ
変
え
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
、
示
唆
に
富
ん
だ

話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
全
体
会
で
は
、
内
閣
府
男
女
共
同

参
画
局
長
の
基
調
提
案
「
第
３
次
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
」
の
説
明
が
あ
り
、
私

の
心
に
響
い
た
こ
と
は
「
少
子
高
齢
化
に

よ
り
労
働
力
人
口
の
減
少
が
進
む
中
、
女

性
が
十
分
に
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
、
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
、
経
済

社
会
の
活
性
化
と
い
う
観
点
か
ら
も
極
め

て
重
要
な
意
義
を
も
つ
」
と
説
明
さ
れ
た

こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
会
議
に
出
席
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
成

果
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
成
果
を
踏
ま

え
、
菊
陽
町
の
男
女
共
同
参
画
の
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
で
は
来
年
１
月
28
日（
土
）に
「
菊
陽
町
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
記
念
式
典
」

を
計
画
し
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
懇
話

会
の
堀
川
妙
子
委
員
に
10
月
14
日
・
15
日
の
両
日
、
島
根
県
松
江
市
で
開
催
さ
れ

た
「
日
本
女
性
会
議
２
０
１
１
松
江
」
の
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
日
本
女
性
会
議
２
０
１
１
松
江
」に
参
加
し
て

菊
陽
町
は
「
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
」
を
行
い
ま
す

問 

総
務
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

東
日
本
大
震
災
の

　
　
　
　

被
災
自
治
体
へ
の
人
的
支
援

平成23年度採用試験

菊陽町職員を募集します
採用
試験

問 総務課　人事秘書係　☎（232）2111

■試験日　　１次試験：平成24年１月29日（日）
■受付期間　12月12日（月）～12月22日（木）
　　　　　　午前８時 30分～午後５時15分
　　　　　　（土日を除く）
■受験申込用紙などの請求
　受験申込用紙・試験要領は、総務課と武蔵ヶ丘支
所に用意しています。郵便で請求する場合は、封筒
の表に「菊陽町職員（試験職種名）採用試験申込書請

求」と朱書し、140円切手を貼った宛先明記の返信
用封筒（Ａ４サイズが入るもの）を同封し、総務課へ
請求してください。
　　試験に関する詳しい内容は、試験要領・町ホーム
ページをご覧ください。
■応募書類送付先
　〒869-1192　菊池郡菊陽町大字久保田2800番地
　菊陽町役場　総務課　人事秘書係

職　種 試験程度 採用予定数 受験資格

保育士

司　書

調理師

短大卒程度

短大卒程度

高卒程度

４人程度

１人程度

１人程度

❶昭和57年４月２日～平成４年４月１日までに生まれた人
❷保育士免許取得者または採用時までに取得見込みの人

❶昭和57年４月２日～平成４年４月１日までに生まれた人
❷司書免許取得者または採用時までに取得見込みの人

昭和57年４月２日～平成６年４月１日までに生まれた人

早田　健太郎　主事
福祉課所属

　

５
月
11
日
か
ら
７
日
間
、
宮
城
県
東
松

島
市
で
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
ち
ょ
う

ど
２
カ
月
が
経
過
し
た
日
で
し
た
。

　

私
は
、
主
に
市
役
所
で
、
被
災
さ
れ
た

方
々
の
生
活
再
建
に
係
る
給
付
金
の
申
請

受
付
を
行
い
ま
し
た
。
市
役
所
で
は
、
通

常
の
業
務
に
加
え
て
震
災
に
関
連
す
る
窓

口
を
多
数
設
置
し
て
い
る
た
め
、
会
議
室

や
廊
下
だ
け
で
な
く
、
市
役
所
の
外
に
も

プ
レ
ハ
ブ
を
設
置
し
、
熊
本
県
の
ほ
か
福

岡
県
や
東
京
都
大
田
区
な
ど
全
国
か
ら
の

支
援
チ
ー
ム
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
ま

し
た
。

　

東
松
島
市
は
、
石
巻
市
の
西
隣
に
位
置

し
、
新
聞
な
ど
で
大
曲
浜
地
区
や
野
蒜
地

区
と
い
う
地
名
を
見
聞
き
さ
れ
た
人
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
被
災
地
に

赴
く
ま
で
写
真
や
映
像
だ
け
で
し
か
見
た

こ
と
が
な
か
っ
た
光
景
を
目
の
当
た
り
に

し
、
か
つ
て
多
く
の
人
の
生
活
が
こ
の
場

所
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は

筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
で
し
た
。

　

現
地
で
の
活
動
を
通
じ
、
被
災
さ
れ
た

人
や
そ
れ
を
支
援
す
る
方
々
と
接
す
る
中

で
、
地
域
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大

切
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
避

難
所
で
は
、
高
齢
者
の
人
や
小
さ
な
お
子

さ
ん
、
妊
婦
さ
ん
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
、

病
気
や
障
が
い
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え

る
課
題
を
お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
協

同
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
隣
近
所
を

知
り
、
支
え
合
え
る
「
地
域
の
力
」。
こ

れ
か
ら
復
興
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
て
い

く
に
あ
た
り
、
そ
の
重
要
性
が
問
わ
れ
て

い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
は
、
今
も
多
く
の
人
が
復
興

に
向
け
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
一
人

一
人
の
小
さ
な
思
い
が
集
ま
れ
ば
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。
私
も
今
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

５月11日から17日まで
の７日間、東松島市で生
活再生支援制度の受付業
務に携わる

お
お
ま
が
り
は
ま

の
び
る
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宝くじ
助成

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
に
よ
り
、
境
の
松
区
に
区
用
備
品（
テ

ン
ト
、
会
議
テ
ー
ブ
ル
、
パ
イ
プ
椅
子
な

ど
）が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
宝

く
じ
普
及
広
報
事
業
費
を
財
源
と
し
て

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
助
成
決
定
を

行
う
も
の
で
す
。

　

境
の
松
区
の
今
後
ま
す
ま
す
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

境
の
松
区
に
区
用
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

宝
く
じ
の
助
成
金
で問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

第19回さんさんコンサート［菊陽町文化の香り高いまちづくり実行委員会主催］

「海援隊トーク＆ライブ2012 in 菊陽町」開催決定！

▲境の松区に整備したテント

「母に捧げるバラード」や「贈る言葉」など、数々のヒット曲を世に送り出した
武田鉄矢率いる海援隊が、新年１月に菊陽町にやってきます。

空整協
助成

　
（
財
）空
港
環
境
整
備
協
会
は
、
空
港
周

辺
の
教
育
施
設
な
ど
の
教
育
用
備
品
の
整

備
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

度
は
町
立
保
育
所
白
菊
園
に
対
し
て
助
成

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
白
菊
園
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
ピ
ア
ノ
と
カ
ー
テ
ン
、
木
製
の
大
き

な
遊
具
で
あ
る
「
森
の
お
店
屋
さ
ん
」
を

購
入
し
ま
し
た
。

　

白
菊
園
の
府
内
園
長
は
「
子
ど
も
た
ち

も
大
変
喜
ん
で
お
り
、
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

白
菊
園
に
遊
具
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た

（
財
）空
港
環
境
整
備
協
会
か
ら
の
助
成
金
で

大字津久礼および原水地区にある

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２▲今回助成を受けた遊具「森のお店屋さん」

菊陽町の町有地を売却しています
町有地
売却

問 都市計画課　区画整理計画係　☎（232）4927

　町では、先着順により町有地を売却しています。

番号

１

２

津久礼160番地3

原水1196番地4

170．54㎡

163．59㎡

728万7,000円

639万1,000円
（５１．５坪）

（４９．４坪）

（坪 14万1,495円）

（坪 12万9,372円）

一種中高層

一種住居

宅地

宅地

60/150

60/200

所在地 面積 地目 売却価格 用途地域 建ぺい率／容積率(％)

■受付　随時　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　　（土日祝日は除く）
■受付場所　都市計画課（別館２階）
■その他
　　申込資格、申込方法、代金納付方法など詳しい
内容や不明な点などは都市計画課までお尋ねくだ
さい（町ホームページにも掲載しています）。

※町では掲載している町有地の他に、保留地の売却
も先着順で行っています。詳細は、広報きくよう
９月号および町ホームページに掲載しています。

　今年は東日本大震災という未曽有の災害に
見舞われましたが、復興へ向けた支援が行わ
れ、「絆」の大切さをあらためて確認した１
年でした。
　海援隊は人と人の絆や思いやりの大切さを
優しく、そして笑顔で歌い語ってくれます。
きっと、心にしみる素敵なステージになるこ
とでしょう。ぜひ、この機会に「日本の心の
文化」をお楽しみください。

■日時　平成24年１月30日（月）
　　　　【開場】午後５時30分
　　　　【開演】午後６時30分
■会場　菊陽町図書館ホール
■チケット料金　全席自由 1,500円（１人３枚まで）
※未就学児のご入場はご遠慮ください。
■チケット発売日　12月１日（木）から先着500席
■チケット販売所
　総合政策課、菊陽町図書館、武蔵ヶ丘支所
■問い合わせ　
総合政策課　☎（232）2112
午前８時30分～午後５時15分
菊陽町図書館ホール　☎（232）7756
午前10時～午後６時
※開庁・開館日のみ

■年末年始のパスポート交付予定日

12/12（月）
12/13（火）
12/14（水）
12/15（木）
12/16（金）
12/19（月）
12/20（火）

12/27（火）
12/28（水）
1/4（水）
1/5（木）
1/6（金）
1/10（火）
1/11（水）

申請日 交付予定日

※審査のため予定日より遅れることもあります。

　

11
月
13
日（
日
）午
前
６
時
30
分
か
ら
、

吉
岡
静
也
団
長
の
指
揮
の
下
、
菊
陽
町
消

防
団
各
分
団
の
火
災
想
定
箇
所
で
非
常
呼

集
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季

節
を
迎
え
、
火
災
発
生
の
初
期
段
階
に
、

団
員
自
ら
が
正
し
い
情
報
の
も
と
適
切
な

行
動
が
取
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
早
朝
か
ら
の
訓
練

で
し
た
が
、
団
員
は
実
際
の
火
災
時
と
変

わ
ら
な
い
真
剣
な
表
情
で
訓
練
に
参
加
し

て
い
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

非
常
呼
集
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

菊
陽
町
消
防
団
に
よ
る

問 

総
務
課　

交
通
防
災
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

旅券
申請

　

年
末
年
始
の
12
月
29
日（
木
）〜
１
月
３

日（
火
）は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口（
申
請
・

交
付
業
務
共
に
）は
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
か
ら
交
付
ま
で
11
日
間（
土
日
祝

日
、
休
日
、
年
末
年
始
を
含
ま
な
い
）か

か
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
余
裕
を
持
っ
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

12
月
中
に
交
付
が
必
要
な
場
合
は
、
12

月
13
日
頃
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
14
日
以
降
は
来
年
１
月
４
日
以
降
の

交
付
に
な
る
予
定
で
す
。

年
末
年
始
の
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
は
休
み
で
す

12
月
29
日（
木
）〜
１
月
３
日（
火
）ま
で

問 

町
民
課　

町
民
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
４ ▲真剣な表情で放水訓練に臨む団員

消防

※さんさんコンサート鑑賞の対象者は基本的に菊陽町にお住まいの人となりますので、あらかじめご了承ください。



講座の成果をみんなに披露
第22回働く婦人の家講座発表会

　第22回働く婦人の家講座発表会が10月29・30日、
三里木町民センターで開催されました。
　展示発表の部では、子ども書道、絵手紙や手工芸な
ど数多くの作品が展示され、中でも177本のうちわに
各講座を紹介したものがとても好評でした。ステージ
発表の部では、民舞、ダンスや英会話などが披露され、
日頃の練習の成果を大勢の人の前で発表しました。
　２日間で約700人の来場者があり、子どもから大人
まで大勢の人でにぎわいました。

　「くまもとストップ温暖化大賞」の表彰式が10月
17日に県庁で行われ、本町のグリーン（ゴーヤ）カー
テン菊陽が栄えある「特別賞」を受賞し、知事から表
彰されました。同団体は地球温暖化防止を目的として
組織された町内有志によるボランティア団体です。同
団体は、ゴーヤカーテンの普及を広く町内外に行い、
その活動が高く評価され受賞されました。
　紫藤英二会長は「今後も町内外に幅広くゴーヤカー
テンを広めたい」と目標を話しました。

グリーン（ゴーヤ）カーテン菊陽が「特別賞」受賞
「くまもとストップ温暖化大賞」

1．4㌧の二酸化炭素削減に成功
「節電21」みなんがたグリーンクラブ実績報告会
　環境省がモデル事業として地域指定を行い、全国地
球温暖化防止活動推進センターが提唱する「節電
21」に取り組んだ「みなんがたグリーンクラブ」の
実績報告会が10月31日、南方公民館で行われました。
　南方区22世帯が、昨年と今年の夏の電気使用量を
比較し、全体で9.6％の削減に成功しました。これは
二酸化炭素に換算すると約1.4㌧にもなる量です。同
会の丸林栄喜さんは「無理をせず、できる事をやった
だけ。冬も節電に取り組みたい」と話しました。

▲「さわやか軽運動」講座生の発表

▲グリーン（ゴーヤ）カーテン菊陽の皆さん▲みなんがたグリーンクラブの皆さん

　地域に密着した活動を行う人権擁護委員の改世順子
さん（三里木）が、人権擁護制度の普及に貢献したこと
が認められ、法務大臣から表彰されました。
　人権擁護委員とは、国民の基本的人権が侵犯されな
いよう監視し、もしこれが侵犯された場合には、その
救済のために適切な処理をとり、常に人権尊重思想の
普及高揚に努めることを使命としている人です。改世
さんは、平成11年 2月 1日から現在まで、５期12年
にわたって活動されています。

改世順子さんが法務大臣表彰受賞
人権擁護委員に対する法務大臣表彰受賞

保護司の西田力男さんが法務大臣表彰受賞
県更生保護事業功労者顕彰式

　西田力男さん（武７町内）が11月１日、県更生保護
事業功労者顕彰式に出席され、法務大臣表彰を伝達さ
れました。西田さんは保護司として活躍され、保護観
察処分となった人の更生のための支援などに16年間
尽力された功績で受賞されました。西田さんは「これ
からも更生そして予防のために関係機関と連携し活動
していきたい」と話しました。
　また、西田さんは、11月に県教育委員会での長年の
功績から瑞宝小綬章を受章されています。

▲人権擁護委員として法務大臣表彰を受賞した改世順子さん▲保護司として法務大臣表彰を受賞した西田力男さん

　町内の小・中学校８校の児童生徒が夏休みの課題や授業で製作した読書
感想画約3,900点の中から、審査の結果、次の作品が特選に選出されました。
　受賞作品は、12月12日（月）まで菊陽町図書館に展示していますので、お
立ち寄りの際はぜひご覧ください。

読書感想画の特選作品が決定！
第22回菊陽町読書感想画コンクール

受賞者一覧（敬称略）

学年 氏名

小1

菊陽中部小学校
菊陽北小学校
菊陽西小学校
菊陽北小学校
武蔵ヶ丘小学校
菊陽西小学校
菊陽西小学校
菊陽中部小学校
武蔵ヶ丘小学校
武蔵ヶ丘小学校

学校名

荒田　響菜

長野莉音那

稲葉　一義

不動　雄心

津留　美咲

藤田　理子

吉村　裕貴

下瀬　知優

阿部　翔大

田嶋　慶大

あら た　　 ひび な

なが の　り　お　な

いな ば 　　かずよし

ふ どう　　ゆうしん

つ　る 　　 み さき

ふじ た 　　 り　こ

よしむら　　ゆう き

しも せ 　　 ち ひろ

あ　べ 　　しょうた

た じま　　けいだい

小2

小3

菊陽西小学校

武蔵ヶ丘小学校

菊陽西小学校

武蔵ヶ丘北小学校

菊陽南小学校

菊陽北小学校

武蔵ヶ丘小学校

武蔵ヶ丘小学校

菊陽西小学校

菊陽西小学校

樋口　博哉

旗生　佳純

上野　綾華

土井望以奈

鍋島菜々子

斉藤　芳紀

藤森　健太

田代　寛和

嶋田　栗彦

山本　絢香

ひ ぐち　　ひろ や

はた ぶ 　　 か すみ

うえ の 　　あや か

ど　い　み　い　な

なべしま な　な　こ

さいとう　　よし き

ふじもり　　けん た

た しろ　　ひろかず

しま だ 　　くりひこ

やまもと　　あや か

菊陽中学校

武蔵ヶ丘中学校

菊陽中学校

武蔵ヶ丘中学校

菊陽中学校

武蔵ヶ丘中学校

武蔵ヶ丘中学校

武蔵ヶ丘中学校

武蔵ヶ丘中学校

武蔵ヶ丘中学校

嶋田仁之介

上出　隼司

下田　夏生

工藤　朋実

廣吉　美紅

安達　未来

鹿野　晴菜

中村　友哉

相川　理奈

梅田　真琴

しま だ じん の すけ

かみ で 　　はや と

しも だ 　　なつ き

く どう　　とも み

ひろよし　　 み　く

あ だち　　 み　く

しか の 　　はる な

なかむら　　ゆう や

あいかわ　　 り　な

うめ だ 　　ま こと

小3

小4

小5

小6

学年 氏名 学校名 学年 氏名 学校名

中1

中2

中3
▲

相
川
理
奈
さ
ん

　

書
名
：
海
底
２
万
マ
イ
ル

　

題
名
：
海
底
２
万
マ
イ
ル

　
　
　
　

の
巨
大
生
物

被災地の友達にお米を届けよう
菊陽北小学校で義援米の稲刈り

　菊陽北小学校５年生が10月11日、東日本大震災で
被災した小学校に贈る義援米の稲刈りをしました。
　児童たちは種から育てた苗を６月に田植えし、この
ほど収穫となりました。６㌃の田んぼで収穫した稲は
約250㌔。児童たちは「稲刈りはきつかったけど、被
災地の友達が喜んでくれることを考えながら収穫し
た」と話しました。
　12月初めには、熊本青年会議所を通じて岩手県宮
古市の赤前小学校に届けられる予定です。

▲義援米を収穫する児童たち

Kikuyo Topics ま ち のわだい
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松浦さんが高円宮杯サッカー全国大会へ出場
第23回九州ユース（Ｕ-15）サッカー選手権大会

生垣の剪定で地元住民と学生が交流
第30回鉄砲小路生垣剪定作業

　第30回鉄砲小路生垣剪定作業が11月13日、鉄砲小
路区で行われ、学生30人が東海大学農学部長野克也
教授と地元住民の指導を受けながら約４㌔にわたり生
垣の剪定を行いました。
　この作業は昭和57年から続く、地元住民と東海大
学農学部の学生でつくる「緑の会」との交流事業です。
　作業の後は、地元婦人会が用意した手づくりのだご
汁やおにぎりなどを食べながら、地元の皆さんと学生
たちが交流を深めました。

　高円宮杯全日本ユース選手権予選を兼ねた第23回
九州ユース（Ｕ-15）サッカー選手権が10月８～10日、
長崎県島原市で行われ、武蔵ヶ丘中学校３年生の松浦
健斗さん（新成）が所属するロアッソ熊本ジュニアユー
スが全国大会への出場を決めました。
　松浦さんは「チームのみんなとやれる最後の大会な
ので、一試合でも多く勝ち上がっていけるよう頑張り
たいです」と話しました。全国大会は、12月23日か
ら佐賀県など九州４県で行われます。

▲生垣を剪定する学生たち ▲ロアッソ熊本ジュニアユースに所属する松浦さん（右）

　菊陽町保育所保護者会が11月５日、子育てコンサー
トを開催しました。
　当日は、子ども向けに楽しい時間を届けている「い
ちごくらぶ」の歌や踊り、そして保護者と園児で構成
された「パパママダンサーズ」と一緒になったステー
ジが繰り広げられました。
　いちごくらぶの楽しい歌と踊りの後は、バルーン
アーティストの藤岡秀和さんが風船を使って動物など
を組み立て、子どもたちを大いに盛り上げました。

楽しい時間が届きました
菊陽町保育所保護者会主催いちごくらぶコンサート

　第25回菊陽町にんじんの里マラソン大会が11月６
日、菊陽杉並木公園とその周辺をコースとして行われ、
町内外から大勢の参加がありました。
　参加者は、２㌔、５㌔、10㌔の３コースに分かれ
て杉並木公園をスタート。
　当日はあいにくの雨模様でしたが、参加者はずぶぬ
れになりながらも沿道の観客からの声援を受け、自慢
の健脚を競い合いました。ゴールした後は、みんな力
を出し切ったことに満足しているようでした。

自慢の健脚を競い合う
第25回菊陽町にんじんの里マラソン大会

暴力団　排除すすめる　みんなの輪
第23回熊本県暴力追放県民大会in菊陽

　公益財団法人熊本県暴力追放運動推進センターと菊
陽町の共催による熊本県暴力追放県民大会in菊陽が
11月８日、図書館ホールで開催され、町内外から約
700人がつめかけました。
　同センターの本田一理事長は「暴力団の対立抗争、
不法行為は県民に脅威を与える。暴力団を社会から排
除するために連携して取り組んでいこう」とあいさつ。
後藤町長は「町でも暴力団排除条例を定め、県内外に
宣言した。人々が安心して生活できるような町を目指
していく」とあいさつしました。
　その後、菊陽町区長会の山田亮会長が、暴力のない
安全安心な熊本県の実現を目指す「大会宣言」を読み
上げると、満場の拍手で採択されました。
　大会では、これまで暴力追放に尽力した人・団体へ
の表彰、特別講演や熊本県警音楽隊によるコンサート
が行われました。会場にいた誰もが一体となり、暴力
追放の輪を広げていこうと強く決意した大会となりま
した。

▲大会宣言を読む山田区会長

▲暴力追放を強く決意

▲功労者４人を表彰 ▲一緒に歌って楽しむ園児たち▲一斉に走り出す選手たち

音楽で菊陽の魅力を共有
みんなできくよう♪コンサート

　みんなできくよう♪コンサート「Quatuor Ｂリサ
イタル」が10月22日、図書館ホールで行われました。
このコンサートは、（財）地域創造の「公共ホール音楽
活性化事業」に採択され、菊陽町図書館ホールで初め
ての自主文化事業として実施されました。
　コンサートに先立ち、20・21日の２日間実施され
たアクティビティ（地域交流）では、Quatuor Ｂのメ
ンバーが町内の小学校 4校を訪問。「ふるさと」をテー
マとしたミニコンサートでは、児童たちがプロの演奏
家が奏でるサクソフォーンの音色に聴き入っていまし
た。また、児童が校歌の詩を朗読し、ふるさとの良さ
を再認識しながら、Quatuor Ｂの演奏に合わせて大
きな声で歌いました。
　22日のコンサートでは、クラシックやポップス、
童謡などが演奏され、サクソフォーンアンサンブルの
醍醐味を存分に味わえるステージとなりました。また、
アクティビティの様子も映像で紹介され、観客の感動
を呼んでいました。「素晴らしい音楽」と「ふるさと：
菊陽町の魅力」を共有できた３日間となりました。

▲リサイタルでは「給食交流（武北小）」の様子も紹介されました

▲“サクソフォーン”の紹介もあったアクティビティ（西小）

せんてい ふるさと

だい ご　み

Kikuyo Topics ま ち のわだい
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I N F O R M A T I O N 情 報 掲 示 板※費用については、自己負担があるもののみ掲載しています。

　

町
で
は
、
家
屋
の
現
地
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
現
況
確
認
後
の
解
体
は
把
握
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
滅
失
漏
れ
な
ど
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
、
税
務
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

❶
今
年
中
に
家
屋
を
解
体（
一
部
解
体
を
含

む
）し
、
法
務
局
の
建
物
滅
失
登
記
を
し

て
い
な
い
人

❷
今
年
中
に
未
登
記
の
家
屋
を
売
買
し
た
人

　

※
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
が
賦
課
期
日

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
中
に
家
屋

の
解
体
な
ど
を
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

☎（
２
３
２
）４
９
１
１

　

平
成
22
年
度
決
算
の
概
要
や
、
平
成
23
年

度
予
算
の
執
行
状
況
な
ど
、
菊
陽
町
の
財
政

事
情
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

12
月
１
日
か
ら
財
政
課
お
よ
び
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

財
政
課　
　
　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

　

記
念
行
事
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
一
般
の

人
に
開
放
し
ま
す
の
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
11
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

▼
場
所　

陸
上
自
衛
隊
高
遊
原
分
屯
地

▼
内
容　

記
念
式
典
、
編
隊
飛
行
、
航
空
機

展
示
、
自
衛
隊
車
両
体
験
試
乗
、
航
空
機

地
上
滑
走
体
験
、
音
楽
演
奏
な
ど

▼
日
時　

12
月
17
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

飯
田　

ま
ゆ
み
さ
ん

▼
材
料
費　

１
，
０
０
０
円
程
度

▼
持
参
物　

ツ
リ
ー
パ
ン
の
入
る
箱

▼
定
員　

10
組

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー☎（

２
９
２
）３
２
０
０

▼
日
時　

12
月
22
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

▼
場
所　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

井
上　

恵
美
子
さ
ん

▼
材
料
費　

１
，
０
０
０
円

▼
定
員　

15
人
程
度

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

☎（
２
９
２
）３
２
０
０

▼
日
時　

12
月
27
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

▼
場
所　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

緒
方　

恵
子
さ
ん

▼
材
料
費　

２
，
０
０
０
円
程
度

▼
定
員　

30
人
程
度

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー☎（

２
９
２
）３
２
０
０

▼
日
時　

12
月
17
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
児
童
館

▼
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

▼
対
象
者　

町
内
小
学
生

▼
参
加
費　

２
０
０
円

▼
定
員　

20
人（
先
着
順
）

▼
受
付
日　

11
月
29
日（
火
）〜

※
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー　☎（

３
３
８
）３
４
４
３

▼
日
時　

12
月
26
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
児
童
館

▼
内
容　

門
松
作
り

▼
対
象
者　

町
内
小
学
生

▼
参
加
費　

２
０
０
円

▼
定
員　

20
人（
先
着
順
）

▼
受
付
日　

12
月
6
日（
火
）〜

※
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー　☎（

３
３
８
）３
４
４
３

　

ツ
リ
ー
パ
ン
作
り
に
挑
戦
し
よ
う
！

▼
日
時　

12
月
12
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

飯
田　

ま
ゆ
み
さ
ん

▼
対
象
者　

小
学
生

▼
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

▼
定
員　

10
人（
先
着
順
）

▼
受
付
日　

12
月
５
日（
月
）〜

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

　

新
年
に
備
え
て
玄
関
や
庭
を
華
や
か
に
し

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

12
月
17
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

西
岡　

和
明
さ
ん

▼
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

▼
準
備
物　

軍
手
、
ゴ
ム
手
袋
、
移
植
ゴ
テ

▼
定
員　

25
人（
先
着
順
）

▼
受
付
日　

12
月
9
日（
金
）〜

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

　

か
る
た
を
楽
し
ん
で
甘
〜
い
ぜ
ん
ざ
い
を

食
べ
よ
う
！

▼
日
時　

１
月
７
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

小
学
生

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
定
員　

20
人（
先
着
順
）

▼
受
付
日　

12
月
９
日（
金
）〜

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

　

素
敵
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
で
、
新
年
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

12
月
25
日（
日
）　

　
　
　
　

❶
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　

❷
午
前
10
時
30
分
〜

▼
場
所　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

緒
方　

恵
子
さ
ん

▼
材
料
費　

２
，
０
０
０
円
程
度

▼
定
員　

各
20
人
程
度

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

　

菊
池
郡
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
一
環
と
す

る
と
共
に
熊
日
郡
市
対
抗
駅
伝（
男
子
・
女

子
）の
選
手
選
考
を
兼
ね
る
大
会
で
す
。

▼
日
時　

12
月
25
日（
日
）　

午
前
10
時
開
始

▼
場
所　

菊
池
浄
水
セ
ン
タ
ー（
菊
池
市
）

▼
参
加
資
格　

菊
池
郡
市
内
に
住
民
票
を
有

す
る
一
般
、
高
校
生
、
中
学
生

▼
種
目
・
対
象
者　

　

10
㎞（
一
般
、
高
校
男
子
）

　

４
㎞（
一
般
、高
校
女
子
、中
学
男
女
の
部
）

▼
参
加
費　

４
０
０
円

※
大
会
当
日
納
入
。
保
険
料
含
む
。

▼
申
込
期
限　

12
月
12
日（
月
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

菊
池
郡
市
体
育
協
会
事
務
局（
菊
池
市
社

会
体
育
課
）☎

０
９
６
８（
２
５
）７
２
３
４

※
雨
天
時
は
内
容
を
一
部
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

陸
上
自
衛
隊
高
遊
原
分
屯
地
広
報
班（
内

線
２
２
４
）　
　

☎（
２
３
２
）２
１
０
１

　

子
育
て
中
の
人
か
ら
自
分
の
健
康
が
気
に

な
り
始
め
た
世
代
の
人
ま
で
、
体
に
や
さ
し

い
味
付
け
を
実
際
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

１
月
31
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

20
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
町
民

　
　
　
　
　
（
子
ど
も
も
同
伴
可
）

▼
内
容　

❶
保
健
師
、
栄
養
士
の
話
❷
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
❸
お
い
し
い
「
適
塩
弁
当
」

の
試
食

▼
費
用　

１
食
４
５
０
円（
弁
当
代
）

▼
定
員　

20
人
程
度（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

12
月
28
日（
水
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

▼
日
時　

12
月
17
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▼
場
所　

菊
陽
杉
並
木
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

園
芸
研
究
家　

安
武　

龍
蔵
さ
ん

▼
費
用　

２
，０
０
０
円（
受
講
料
５
０
０
円
、

材
料
費
１
，５
０
０
円
）

▼
定
員　

30
人（
先
着
順
）

▼
申
込
期
間

　

12
月
２
日（
金
）〜
12
月
12
日（
月
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
場
合
で
も
、
後
日
、

材
料
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

菊
陽
杉
並
木
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

☎（
３
４
９
）２
５
３
３

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
民
話
、
紙
芝
居
や

音
楽
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
を
豊
か
な
感
性
の

世
界
に
導
き
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
24
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

菊
陽
町
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
さ
ん
さ
ん
」
の
皆
さ
ん
。
音
楽
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
「
ぐ
る
ぐ
る
」
さ
ん
。

▼
対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

親
子
で
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

☎（
２
３
２
）５
６
９
７

▼
日
時　

１
月
19
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

▼
場
所　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

山
内　

レ
オ
ナ
さ
ん

▼
持
参
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト

※
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
バ
ス
タ
オ
ル
２
枚
。

▼
定
員　

15
人
以
内

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー☎（

２
９
２
）３
２
０
０

●
募　
　

集
●

子
ど
も
パ
ン
作
り

▼日時　１月８日（日）
　　　　受付 : 午前９時10分～
　　　　開式 : 午前10時～
※開催日が成人の日ではありませんのでご注意
ください。

▼場所　菊陽町図書館ホール

▼対象者
　平成３年４月２日～平成４年４月１日生まれ
の新成人

▼その他　事前に郵送した往信ハガキを当日受
付にお出しください。また、ハガキがない人
でも出席できますので、多数の新成人の皆さ
んの出席をお待ちしています。

▼問い合わせ　生涯学習課　☎（232）4917

「平成24年菊陽町成人式」を開催します

家
屋
を
解
体
な
ど
し
た
ら

届
け
出
を

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
の
寄
せ
植
え

菊
陽
町
の
財
政
事
情
を

公
表
し
ま
す

か
る
た
会
と
ぜ
ん
ざ
い
会

楽
し
く
学
べ
る
健
康
講
座

「
へ
る
し
お（
減
る
塩
）セ
ミ
ナ
ー
」

第
63
回
熊
日
菊
池
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
参
加
者
募
集

単
発
講
座

骨
盤
ダ
イ
エ
ッ
ト
体
操

西
部
方
面
航
空
隊
創
隊
50
周
年

高
遊
原
分
屯
地
創
立
40
周
年
記
念
行
事

お
は
な
し
会
・
パ
ー
ト
Ⅱ

小
学
生

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
用

寄
せ
植
え
作
り

小
学
生
ミ
ニ
門
松
作
り

お
せ
ち
作
り

親
子
で
ツ
リ
ー
パ
ン
作
り

お
正
月
用

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

お
正
月
用

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2011.12 20

●
お
知
ら
せ
●

21 MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2011.12



I N F O R M A T I O N 情 報 掲 示 板※費用については、自己負担があるもののみ掲載しています。

❶
危
険
物
取
扱
者

▼
試
験
日　

２
月
19
日（
日
）

▼
種
類　

甲
、
乙（
１
〜
６
類
）、
丙
種

▼
受
付
期
間

　

１
月
４
日（
水
）〜
１
月
13
日（
金
）

❷
消
防
設
備
士

▼
試
験
日　

３
月
４
日（
日
）

▼
種
類　

甲（
１
〜
５
類
）、
乙（
１
〜
７
類
）

▼
受
付
期
間

　

12
月
19
日（
月
）〜
１
月
５
日（
木
）

❶
❷
共
通　

試
験
会
場
は
熊
本
市

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支

部　
　
　
　
　
　

☎（
３
６
４
）５
０
０
５

　

熊
本
高
等
技
術
訓
練
校
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
使
っ
た
情
報
処
理
の
専
門
技
術
を
習

得
す
る
２
年
間
の
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▼
訓
練
場
所　

身
体
障
害
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー（
益
城
町
）

▼
資
格　

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
、
公

共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）に
求
職

の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人
で
、
高
等
学

校
卒
業
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
し
、
特

別
な
介
助
を
必
要
と
し
な
い
人
。

▼
費
用　

３
０
，
０
０
０
円
程
度（
年
間
）

▼
定
員　

10
人

▼
募
集
期
限　

１
月
20
日（
金
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
立
熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

☎（
３
７
８
）０
１
２
１

▼
日
時　

12
月
13
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分

▼
場
所　

菊
陽
杉
並
木
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

▼
参
加
費　

２
０
０
円（
全
員
参
加
賞
有
り
）

※
用
具
の
な
い
人
は
用
意
し
ま
す
の
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

町
社
会
福
祉
協
議
会（
阪
本
）

☎（
２
３
２
）３
５
９
３

　

腎
臓
病
に
関
わ
る
異
常
の
見
つ
け
方
と
対

策
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
10
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
場
所　

仁
誠
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
光
の
森

▼
申
込
期
限　

12
月
９
日（
金
）　

午
後
５
時

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

仁
誠
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
光
の
森

☎（
２
８
５
）３
４
６
６

❶
高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
）

▼
受
付
期
限　

12
月
16
日（
金
）

▼
試
験
日　

１
次
：
１
月
７
日（
土
）〜
１
月

９
日（
月
）の
う
ち
１
日

▼
資
格　

中
卒（
見
込
含
）16
歳
未
満
の
人

❷
高
等
工
科
学
校
生
徒

▼
受
付
期
限　

１
月
６
日（
金
）

▼
試
験
日　

１
次
：
１
月
14
日（
土
）

▼
資
格　

中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の
人

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

工
会
で
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

菊
陽
町
商
工
会（
農
商
工
連
携
推
進
協
議

会
）（
担
当
：
上
田
）☎（

２
３
２
）２
７
５
７

　

菊
陽
町
商
工
会
で
は
、
菊
陽
町
の
特
産

「
人
参
」
や
県
産
「
馬
肉
」
で
新
た
な
郷
土

料
理
な
ど
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
に
ん
じ
ん
料
理（
お
菓
子
含
む
）

の
レ
シ
ピ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

最
も
評
価
の
高
か
っ
た
レ
シ
ピ
は
、
町
内

の
飲
食
店
で
、
実
際
に
期
間
限
定
販
売
も
検

討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
優
秀
賞
の
ほ
か

先
着
１
０
０
人
に
期
間
限
定
の
「
く
ま
モ
ン

ス
ト
ラ
ッ
プ
」（
１
人
１
個
限
り
）を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

▼
条
件

【
料
理
の
部
】

人
参
・
馬
肉
の
両
方
か
片
方
を
使
用
す
る

こ
と

【
お
菓
子
の
部
】

　

材
料
に
人
参
を
使
用
す
る
こ
と

▼
応
募
方
法　

❶
住
所
❷
氏
名
❸
年
齢
❹
電

話
番
号
❺
料
理
写
真
❻
レ
シ
ピ
＆
工
夫
し

た
と
こ
ろ
を
添
え
て
、
封
書
か
メ
ー
ル
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
の
あ
っ
た
レ
シ
ピ
な
ど
は
商
工
会
に

帰
属
し
ま
す
。

▼
応
募
期
限　

１
月
10
日（
火
）必
着

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

菊
陽
町
商
工
会（
角
田
・
上
田
）

〒
８
６
９－

１
１
０
３　

菊
陽
町
大
字
久

保
田
２
８
１
６　

☎（
２
３
２
）２
７
５
７

　

メ
ー
ル
：kikuyou@

lim
e.ocn.ne.jp

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
菊
池
分
駐
所

　

☎
０
９
６
８（
２
４
）２
７
７
２

▼
期
間　

１
月
11
日（
水
）〜
２
月
８
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午（
全
５
回
）

▼
場
所　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

子
ど
も（
１
〜
３
歳
）と
保
護
者

▼
受
講
料　

２
，
７
０
０
円

　
　
　
　
　
（
保
険
料
、
参
加
費
含
む
）

※
前
回
参
加
者
は
５
０
０
円
の
み

▼
定
員　

15
組

▼
申
込
期
限　

１
月
６
日（
金
）　

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課　

体
育
振
興
係

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

　

菊
陽
町
商
工
会
で
は
、
菊
陽
町
の
特
産
品

「
に
ん
じ
ん
」の
葉
に
注
目
し
、
ペ
ッ
ト
フ
ー

ド
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

に
ん
じ
ん
の
葉
は
栄
養
価
が
高
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
特
に
消
臭
効

果
に
注
目
し
、
愛
犬
の
気
に
な
る
臭
い
の
改

善
が
期
待
で
き
、
し
か
も
大
変
お
い
し
い
商

品
の
開
発
を
試
み
ま
し
た
。

▼
対
象
者　

10
㌔
以
下
の
小
型
犬
を
飼
っ
て

い
る
人（
室
内
で
飼
っ
て
い
る
人
が
よ
り

効
果
を
実
感
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）。

▼
モ
ニ
タ
ー
期
間　

約
２
週
間

※
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　

30
人（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

電
話（
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
後
日
、

サ
ン
プ
ル
商
品
と
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
商

３８５-３３００熊本県保険医協会
ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｈｋ‐ｄｒ．ｊｐ

　月
　火
　水
　木
　金
土／日

健康情報健康情報
モ シ モ シ

12月の週間プログラム

リウマチ治療の変化
更年期障害とうつ状態
川崎病
お口の健康とアンチエイジング
お年寄りの皮膚のかゆみ
手足がしびれたらどこへかかればいいの？

身
体
障
が
い
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
訓
練
生
募
集

早
い
者
勝
ち
！

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
モ
ニ
タ
ー
募
集

「
あ
な
た
の
腎
臓
大
丈
夫
？
」

講
演
会

町
身
体
障
害
者
協
会
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

危
険
物
取
扱
者
・

消
防
設
備
士
試
験
案
内

に
ん
じ
ん
料
理（
お
菓
子

含
む
）コ
ン
テ
ス
ト

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
通

し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で
、
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
資
料
は
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
出
願
期
間　

２
月
29
日（
水
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎（
３
４
１
）０
８
６
０

　

近
年
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
生
活
習
慣
の

変
化
に
よ
り
、
が
ん
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
が
増
加
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
今
年
度
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
「
菊
陽
町
健
康
増
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

へ
の
関
心
を
把
握
し
、
計
画
に
盛
り
込
ん
で

い
く
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
保
育
園
、
幼
稚
園
児
保
護
者
、

小
学
生
、
中
学
生
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
と
、
成

人（
無
作
為
抽
出
１
，
０
０
０
人
）で
す
。
ア

ン
ケ
ー
ト
が
届
い
た
ら
、
12
月
10
日（
土
）ま

で
に
返
送
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
･
保
険
課　

保
健
予
防
係

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

　

九
州
電
力
で
は
、
原
子
力
発
電
所
の
停
止

に
伴
い
、
供
給
力
確
保
の
た
め
に
最
大
限
の

努
力
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、

現
時
点
で
は
冬
の
最
大
需
要
見
通
し
に
対
す

る
十
分
な
供
給
力
を
確
保
で
き
ず
、
電
力
需

給
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
経
済
活
動
な

ど
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
皆
さ
ん
の
節
電

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
冬
の
電
力
需
要
の
特
徴

　

冬
は
暖
房
の
使
用
量
が
多
く
な
る
午
前

（
８
時
〜
11
時
頃
）と
照
明
や
家
庭
用
需
要
の

多
く
な
る
午
後（
５
時
〜
８
時
頃
）に
電
力
需

要
の
ピ
ー
ク
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
空
調

や
照
明
な
ど
の
使
用
時
間
が
長
い
た
め
、
１

日
の
う
ち
で
電
力
需
要
の
大
き
な
時
間
帯
が

長
く
な
り
ま
す
。

自
衛
官
募
集

臨時職員（健康・保険課勤務）を募集します

▼受付期間
　12月１日（木）～12月14日（水）

▼応募方法
　履歴書を健康・保険課に持参または郵送すること。
※いずれも最終日は午後５時15分まで必着。

▼採用者数　１人

▼応募条件　次のいずれも該当すること。
○普通自動車免許を有すること（ＡＴ限定も可）
○パソコンでWord、Exel が使えること

▼面接日　12月14日（水）

▼応募書類送付先
　〒869-1192　菊池郡菊陽町大字久保田2800番地
　健康・保険課　保健予防係　☎（232）4912

職種 勤務地 勤務時間 賃金

看護師 健康・保険課 午前８時30分～
午後５時15分

時間給
看護師900円
※月16日以内

12月19日～
平成24年３月
31日

健康診査業務
データ入力業務
健康相談業務

雇用保険あり
社会保険なし
通勤手当なし

任用期間 勤務内容 備考

●
お
願
い
●

▼
節
電
へ
ご
協
力
く
だ
さ
い

○
12
月
１
日（
木
）〜
３
月
30
日（
金
）の
平
日

は
、
生
活
や
経
済
活
動
に
支
障
の
な
い
範

囲
で
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
特
に
12
月
19
日（
月
）〜
２
月
３
日（
金
）の

平
日（
午
前
８
時
〜
午
後
９
時
）は
、
さ
ら

に
需
要
が
厳
し
く
な
る
た
め
、
５
％
以
上

を
目
標
に
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
節
電
の
方
法

❶
重
ね
着
な
ど
で
室
温
20
℃
を
心
掛
け
る

❷
不
要
な
照
明
を
で
き
る
だ
け
消
す

❸
冷
蔵
庫
の
扉
を
開
け
る
時
間
を
減
ら
す
。

食
品
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い

❹
炊
飯
器
の
保
温
機
能
は
使
用
せ
ず
、
よ
く

冷
ま
し
て
か
ら
冷
蔵
庫
に
保
存
す
る

❺
温
水
洗
浄
便
座
は
、
便
座
保
温
の
設
定
温

度
を
下
げ
る
。
不
要
時
は
ふ
た
を
閉
め
る

❻
機
器
本
体
の
主
電
源
を
切
る

▼
問
い
合
わ
せ　

九
州
電
力
大
津
営
業
所
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12:00 18:00 14:00 時

kW

9:00 21:00 

大口需要家
 （製造業の大企業など） 

小口需要家
 （中小企業など）

家庭

9:00 21:00
節電をお願いしたい時間帯 

冬期（全体） 

7:00 

～～

特に夕方以降は、
家庭のご協力が不可欠！ 

 ※九州地方は日の出の時間が遅いため、 
  　朝の照明などにより需要が高くなる傾向 

 冬期平日の電気の使われ方（イメージ）

(九州は8:00)

サンプルデータなどを元に資源エネルギー庁で推計

ベ
ビ
ー
＆
マ
ミ
ー
ビ
ク
ス

あ
な
た
の
理
想
体
重
は
？

健
康
増
進
計
画
策
定
に
伴
う
ア
ン
ケ
ー
ト

冬
の
節
電
へ

ご
協
力
く
だ
さ
い

放
送
大
学

平
成
24
年
度
４
月
生
募
集
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子育てひろば子育てひろば子育てひろば子育てひろば
●●●菊陽町地域子育て支援事業●●●ほんの森ほんのほんの森

菊陽町図書館だより

～菊陽町地域子育て支援センター～
（白鈴園内）　☎２３２－４２８０

 ～つどいの広場ぴーす～（ふれあい交流・福祉支援センター）☎３３７－６８３０

 ～ミニキャロットくらぶ～
菊陽町地域子育て支援センター

（光の森キャロット保育園内）☎２３３－００９８

新しく届いた本

図書館 ☎２３２-０４０４　　図書館ホール ☎２３２-７７５６
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｉｋｕｙｏ-ｌｉｂ．ｊｐ問い合わせ

☆主催者の都合により内容変更の場合があります。
☆図書館駐車場が満車の際は、隣接する公園の駐車場をご利用ください。
☆練習・リハーサルなどは掲載していません。

平成24年７月分のホール予約を、１月10日（火）の午前９時30分から受付開始します。
調整会議（抽選会）を行いますので、時間までにお集まりください（認印をご持参ください）。

14日（水）　身体測定
16日（金）　誕生会（要予約。カード・写真準備します）
21日（水）　クリスマス会（要予約20組）
22日（木）　祝日振替（要予約15組）
※毎週月曜日は、絵本の読み聞かせを行っています。

今月のプログラム●利用時間　月・水・金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前10時～午後４時
●利 用 料　一家族　100円

※行事申込は12/５（月）から受付ます（電話予約不可）。
※年末利用　12月28日（水）まで
※駐車場に限りがありますので、乗り合わせでお越し
ください。

おおむね３歳未満の児童および保護者対象。いつでも好きな時間に利用できます。子どもと一緒に遊んだり、お
母さん同士の情報交換にご利用ください。

開館時間　月・水・金・土・日／午前10時～午後6時
　　　　　木／午前10時～午後8時
休 館 日　毎週火曜日・毎月第3水曜日（館内整理日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月3日まで）
　　　　　特別整理期間（年1回）

悲しみの涙は明日を生きる道しるべ

がんばらなくていい生き方

昭和史裁判

公共哲学

久木康の「絆」経営

炭鉱（ヤマ）に生きる

あの実況がすごかった

あなたは誰？私（わたし）はここにいる

金米糖の降るところ

舟を編む

★朝のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第１・２水曜日 午前11時～午前11時30分
　（１２月7・１４日、1月4・１１日）  
★夕方のおはなし会（図書館職員）
　毎週木曜日　午後５時～午後５時30分
　（１２月1・8・１５日） 
★日曜のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第２・４日曜日　午後２時～午後２時30分
　（１２月１１・２５日、1月8・２２日）
★冬のスペシャルおはなし会（図書館職員）
　場所：視聴覚室
　１２月２２日（木）　午後５時～午後５時３０分

おはなし会のお知らせ
場所：おはなしのへや

日  曜 開場 開演 終演 入場方法 対象者

入園前の親子（0～6歳）·妊婦さんは、いつでも無料で
参加できます。
※駐車場に限りがありますので乗り合わせてお越しください。

0歳～就学前の子どもさんと保護者対象。親子で楽し
む体験活動や、子育て相談など、参加費は無料です。

ハローサークル　午前10時～正午

※保育室や園庭で遊べます。事前にご連絡を！
　月～土曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時～午後２時

園　開　放

※一人で悩まないで、気軽にご相談ください。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後４時

ミニキャロット　午前9時～午後2時 光の森キャロット保育園

キャロットランド　午前１０時～正午
※お茶の準備をしております。マイコップをご持参ください。

※お誕生会に参加するお誕生月の人は20日に誕生カード作
　りをしますので、参加してくださいね。

プログラムベビー＆マタニティー

プログラム日にち・場所

プログラム0・1歳 2歳以上

育 児 相 談

【ベビーの日：おしゃべりタイム】
※身体測定ができます。
※冬の健康管理や遊びの情報交換をしましょう。

【ダイナミックにあそぼう！】
※トンネルをくぐったり、体操したり、体を動かして
　遊びましょう。

【クリスマス飾りを作ろう！】
※ぺたぺたのりづけを楽しもう！
※おしぼりをご持参ください。

【育児講座：親子エアロビクス】（要予約）講師：吉武千鶴さん
※定員15組。12/8（木）午前10時から受付開始。

20日（火）
ふれあいの森研修センター

16日（金）
白鈴園（陽だまり）

１/11（水）
ふれあいの森研修センター

７日（水）
老人福祉センター

２日（金）
白鈴園（陽だまり）

９日（金）
南部町民センター

【食育講座：給食試食会】（要予約）
※保育園給食メニューの試食ができます。（1人170円）
※定員10組。12/12（月）午前10時から受付開始。
【作ってあそぼう！～お菓子をつくろう！～】
※新聞紙を使って、丸めたりねじったりして、オリジ
　ナルのお菓子を作ります。
※のりを使いますので、おしぼりをご持参ください。
※作品を入れる菓子箱をご持参ください。

21日（水）
老人福祉センター

【クリスマス会～みんなに夢を～】（要予約）
※サンタさんも来るよ。
※定員30組。12/5（月）午前10時から受付開始。

14日（水）
ふれあいの森研修センター

プログラム月日・場所

柳田邦男／著　　平凡社

香山リカ／著　　海竜社

半藤一利／著・加藤陽子／著　　文藝春秋

マイケル・サンデル／著・鬼澤忍／訳　　筑摩書房

福井信彦／著　　三五館

山本作兵衛／著　　講談社

伊藤滋之／著　　メディアファクトリー

姜尚中／著　　集英社

江國香織／著　　小学館

三浦しをん／著　　光文社

菊陽町図書館ホール　平成23年12月 催し物

【キャロット特製☆離乳食試食会】
先着10組限定です♥
※12/26（月）午前１０時から電話予約開始です！

７日（水）
菊陽杉並木公園さんさん
（雨天時は管理棟）

【お楽しみ☆クリスマス会】 
※管理棟でハンドベルを使って音楽ごっこ♪
　サンタさん、来てくれるかな♥
【ママの休日】手作りくらぶ
※かわいい！もこもこ★リース作り
　材料費１００円をご準備ください。

16日（金）
武蔵ヶ丘コミュニティセンター

【Happy New Year もち丸め大会】先着20組
※１２/26（月）午前１０時から電話予約開始です！

【ルンルン♪劇ごっこ】
※のり・はさみ・クレヨンをご準備ください。

【キャロット☆スペシャル Xmas】
先着20組限定☆今年も楽しい事いっぱい☆
※１２/５（月）午前１０時から電話予約開始です！
【わくわく♪お正月製作】
※のり・はさみ・クレヨンをご準備ください。

９（金） 【X’masを楽しもう♥】先着20組限定！
※ちょっとおしゃれなリース作りをしますよ♪

1/13（金）

11 日

18 日

４ 日

〈平成23年11月７日現在確定分〉

ユリコバレエスタジオおさらい会

クリスマスミニコンサート

知って得するおそうしきの話

木の葉保育園発表会

清水バレエスタジオクリスマス会

クリスマスプレイズ

無料 どなたでも

１日（木）

６日（火）

20日（火）

８日（木）

14日（水）

【キャロット引き遠足】先着20組限定！
※菊陽のおいしい人参を引きに行きますよ！
※11/28（月）午前１０時から電話予約開始です！

１/５（木）

無料 どなたでも

16:0012:00

25 日

【12月生まれのお誕生会】
※誕生月の人はお早めにお申し込みください。22日（木）

【絵本大好き♥シアター】先着20組限定！
※１２/５（月）午前１０時から電話予約開始です！

催し物 主催者

関係者のみ

どなたでも

17 土

● 図書館からのお知らせ ●
年末年始の休館について

■休館　12月27日（火）～ 1月３日（火）
　　　　完全休館となります。この期間は、本やDVDの返却はできません。
　　　　休館中はご迷惑をおかけしますが、皆さんのご理解とご協力をお願いします。
■開館　1月４日（水）午前10時から

※12/29（木）～ 1/3（火）は、「陽だまり」はお休みです。

【育児講座：親子エアロビクス】（要予約）講師：吉武千鶴さん
※定員15組。1/6（金）午前10時から受付開始。
※初めての人を優先します。

無料

無料 どなたでもユリコバレエスタジオ
（田上さん　☎090-7455-0424）
愛ピアノ教室
（高木さん　☎200-9346）
熊本県葬祭事業協同組合青年部
（松坂さん　☎090-5474-1207）
木の葉保育園（☎380-5225）

清水バレエスタジオ（☎202-1476）

大津キリスト教会（☎293-4470）

12 月

13:00

12月27日～１月３日　休館

関係者のみ

16:0013:00 13:30

12:009 :00 9 :15

16:0012:30 13:00

16:0013:30 14:00

16:0013:00 13:30

○陽だまり（白鈴園）
　月～金曜日（休日を除く）午前９時～午後２時
※月始め1週間は、陽だまりで身体測定ができま
　す。お気軽にお越しください。
○あいあい（ふれあいの森研修センター）
　火曜日（休日を除く）午前10時～午後1時
○ゆっくりーむ（白菊園）
　金曜日（休日を除く）午前10時～午後1時

ハロールーム 問い合わせ…☎２３２－４２８０

ふれあい広場
町立保育所８園の園庭で遊べます。ケガがないよう
おうちの人とどうぞ。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時30分～正午

育 児 相 談
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後５時
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「菊陽人りさーち」に掲載
を希望される人は、はがき
に「氏名」「年齢」「住所」「連
絡先（昼間）」を明記のうえ
〒869 -1192菊陽町役場総合
政策課「菊陽人りさーち」
係までお送りください。
注）掲載対象は、小学生以
上で菊陽町に居住している
人に限ります。親子、祖父
母と孫など２人１組での掲
載もできます。掲載が決ま
りましたら、こちらからご
連絡させていただきます。

菊陽人
りさーち

人 権のひろば
ゆ た か な 心 を は ぐ く む

子

ども
の目、子どもの声

問い合わせ
人権教育・啓発課
☎232-2113

人権
作文シリーズ
【№32】

菊
陽
句
会
報

菊
陽
句
会
報

菊
陽
句
会
報

短 

歌 

会

短 

歌 

会

短 

歌 

会

冬
支
度
手
付
か
ぬ
ま
ま
に
今
日
も
暮
れ 

𠮷
野　

早
苗

秋
の
蚊
の
か
細
き
が
来
て
我
が
脛
に 
井
上
久
美
子

大
型
機
唸
り
出
し
た
る
豊
の
秋 
宮
川
ユ
キ
エ

畑
道
歩
毎
に
暮
れ
て
秋
の
声 

日
髙　

妙
子

天
高
し
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
の
行
方
追
ふ 

曽
我　

育
代

落
花
生
干
せ
ば
鴉
の
餌
と
な
り 

曽
我
ト
モ
子

名
を
問
は
れ
手
折
り
て
渡
す
紫
苑
か
な 

紫
藤　

祥
子

大
空
を
画
布
と
見
做
し
て
柿
大
樹 

村
上　

朋
子

子
や
孫
の
堅
き
絆
や
秋
彼
岸 

野
口　

令
史

コ
ス
モ
ス
を
手
折
る
べ
か
ら
ず
旅
の
人 

松
橋　
　

強

金
婚
の
小
さ
き
世
界
草
の
花 

佐
藤　

澄
世

も
ろ
も
ろ
の
セ
ピ
ヤ
色
し
て
秋
の
風 

坂
本
百
合
子

な
か
ぞ
ら
に
銀
杏
色
づ
く
風
の
途 

田
中　

郁
子

金
色
に
入
日
の
海
や
秋
の
波 

井　
　

子
文

無
人
駅
色
な
き
風
に
身
を
任
せ 

財
津　

早
雪

コ
ス
モ
ス
の
彩
の
加
は
る
畑
の
隅 

原
野
レ
イ
子

秋
風
や
夫
待
つ
夕
餉
温
サ
ラ
ダ 

力　
　

幸
子

迷
ひ
道
抜
け
る
術
な
き
秋
あ
か
ね 

寺
尾
千
代
子

殉
教
の
島
の
数
珠
玉
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と 

髙
橋　

孝
子

山
峡
の
坂
登
り
つ
め
こ
ぼ
れ
萩 

堀
川　

妙
子

烏
瓜
真
赤
に
な
っ
て
鴉
待
つ 

佐
藤　
　

健

木
犀
の
時
を
た
が
へ
ず
咲
き
こ
ぼ
れ 

佐
藤　
　

節

オ
ー
ロ
ラ
を
見
た
し
と
思
い
七
十
年
い
ま
だ
見
ぬ
ま
ま
夢
は
終
る
か 

今
村　

貞
子

二
キ
ロ
余
に
育
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
う
ず
高
く
積
み
上
げ
て
ゆ
く
直
売
所
に
て 

梅
田　

國
雄

た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
の
果
て
と
言
う
ご
と
く
老
樹
幾
十
年
秋
日
に
高
し 

河
北　

幸
一

木
犀
の
香
り
豊
か
に
立
ち
仰
ぐ
高
き
梢
に
百
舌
は
鳴
き
初
む 

菊
川
あ
さ
み

一
人
居
の
友
の
送
れ
る
新
高
梨
を
夕
べ
味
わ
う
家
族
集
い
て 

佐
藤
せ
い
子

秋
日
差
し
黄
葉
す
す
む
公
園
の
銀
杏
並
木
を
ひ
と
り
歩
き
ぬ 

下
田　

久
子

柊
の
花
一
面
に
散
り
落
ち
て
駅
舎
の
中
に
香
り
漂
う 

中
村
ト
シ
エ

父
親
の
靴
を
磨
き
て
見
送
り
し
あ
の
朝
限
り
父
に
会
わ
ざ
り 

森　
　

敦
子

杉
山
に
祭
り
の
笛
の
音
吸
ひ
込
ま
れ
社
に
注
ぐ
空
の
煌
き 

山
川　

カ
ヅ

●趣味
　サッカー
●将来の夢
　サッカー選手
●自分を一言で表すと
　いつも元気！
●自慢
　字がうまい

[上津久礼]

いわ み 　　けんしん

●趣味
　サッカー
●将来の夢
　サッカー選手
●自分を一言で表すと
　いつも元気！
●自慢
　足が速い

[中代]
吉富　真生さん（10歳）
よしとみ　　しんせい

岩見　賢晋さん（11歳）

か
ら
す
う
り

う
な

ご
と

い
ろ

す
べ

ら
っ
か
せ
い

も
く
せ
い

じ
ゅ
ず
だ
ま

い
ち
ょ
う

み
ち

す
ね

ゆ
う
げ

か
ら
す

え
さ

た　

お

し
お
ん

か
ら
す

た　

お

　

ぼ
く
が
、
態
度
が
え
を
な
く
す
た
め
に
出
来

そ
う
な
こ
と
は
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い
こ

と
で
す
。
理
由
は
、
あ
る
男
の
子
が
一
方
的
に
、

責
め
ら
れ
る
よ
う
に
注
意
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
注
意
す
る
こ
と
は

正
し
い
け
ど
、
そ
の
人
に
だ
け
強
い
言
い
方
で

注
意
し
て
、
他
の
人
に
は
、
や
さ
し
く
注
意
す

る
の
が
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
心
の
中
で

は
、「
注
意
し
な
き
ゃ
」
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

「
他
の
人
に
何
か
言
わ
れ
そ
う
」
と
い
う
思
い

が
あ
っ
て
注
意
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
日
は
、
も
や
も
や
し
て
い
ま
し
た
。
た

ぶ
ん
、
さ
れ
て
い
た
人
も
し
て
い
た
人
も
、
も

や
も
や
し
た
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
お
か
し

い
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
注
意
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
ぼ
く
は
、
し
て
い
る
人
と
同
じ
く
ら
い

悪
い
こ
と
を
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
態
度
が

え
は
、
自
分
の
心
も
き
ず
つ
き
、
相
手
の
心
も

き
ず
つ
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、「
差
別
は
、
必
ず
な
く
せ
る
」
で
、

話
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
今

度
か
ら
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
、
は
っ
き
り
言

お
う
と
思
い
ま
し
た
。

◇
二
学
期
の
校
内
人
権
集
会
に
向
け
て
み
ん
な

で
、
身
近
な
差
別
で
あ
る
態
度
変
え
に
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。
夢
斗
さ
ん
は
、
自
分
の
経

験
し
た
こ
と
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
も
ち

ま
し
た
。＊

田
上
さ
ん
は
現
在
６
年
生
で
す
。

武
蔵
ヶ
丘
北
小　

５
年　

田
上　

夢
斗

話
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ

人
に
よ
っ
て
態
度
を
か
え
る
の
は
、

心
を
き
ず
つ
け
る

▲語り合い

み　

な

や
ま
か
い

◆人権標語
　「たすけぶね　出すか出さぬか　君、どっち？」　菊陽北小学校 5年　堀川　智帆   
　「いじめてる　見て見ぬふりは　いじめと同じ」　菊陽北小学校 6年　宝本　小波

■開催日　12月12日（月）～12月16日（金）
■時　間　午前９時30分～午後10時
　　　　　（最終日は午後３時まで）
■会　場　ゆめタウン光の森  本館１Ｆ
　　　　　イーストコート（レストラン街側）
■展示物　生活画（各保育園児）
　　　　　人権ポスター・標語（各小・中学校生）
■問い合わせ　人権教育・啓発課

人権ポスター・標語
生活画展示
のご案内

入場
無料

　町内保育園児や小・中学生が豊かな人権感覚
を身につけるために取り組んだ作品（ポスター、
標語、生活画）を多数展示します。

久保田一陽さん（武蔵ヶ丘北小 5年）
く　ぼ　た かず や

ゆ
う
と

ち　ほ

たからもと こ なみ

菊陽町

みんなで築こう　人権の世紀
第63回　人権週間

12月４日～12月10日（12月10日は人権デーです）

た
の
う
え

ほりかわ
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休日在宅当番医・薬局きくようカレンダーきくようカレンダーきくようカレンダー

ふれあい総合相談ふれあい総合相談ふれあい総合相談

■
そ
の
他（
敬
称
略
）

第
六
回
橘
菊
太
郎
劇
団
公
演
記
念　

　

菊
優
会
ぞ
う
ざ
歌
謡
教
室 

光
１
町
内

交
通
安
全
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
付

　

大
津
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会

以
上
の
と
お
り
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
報
告
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
掲
載
を
承
諾
さ
れ
た
人
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

（
10
月
受
付
分
）

お
わ
び

11
月
号（
25
ペ
ー
ジ
）で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

正　

３
７
，
１
９
７
人

誤　

３
１
，
１
９
７
人

９
／
24

 

25

 

25

 

26

 

26

 

28

 

29

 

30

10
／
１１３

　

４

　

４

　

４

　

４

　

４

　

５

　

５

　

５

 

６７

 

７９

 

10

 

12

 

12

10
／
14

 

15

 

18

 

18

 

18

 

27

 

28

和
宝

亜
矢

ひ
と
み

慎
司

龍
治

将
彦勉円

香
ミ
ユ
キ

佳
宏

雄
平

康
仁

卓
視

郷
史剛和

宏
一
敬

省
吾

昌
信

康
晴

誠
冶檀実

幹
祐
介

英
司

健
太
郎

津
久
礼
ヶ
丘

光
２
町
内

北
新
山

沖

野

光
６
町
内

辛

川

杉
並
台

光
７
町
内

花

立

新

山

津
久
礼
ヶ
丘

出

分

光
６
町
内

緑
陽
台

光
２
町
内

武
６
町
内

上
中
代

光
３
町
内

武
６
町
内

ひ
ば
り
ヶ
丘

南
花
立

武
６
町
内

宮
ノ
上

光
６
町
内

緑
陽
台

光
４
町
内

伊
藤　
　

綸

林　
　

茉
那

岡
本　

真
実

田
中　

美
羽

江
島　

大
晴

吉
川　

姫
華

橋
本　

美
羽

眞建
佑

朋
美

純
子

幸
作寛浩

二

光
１
町
内

北
新
山

緑
ヶ
丘

杉
並
台

光
６
町
内

武
２
町
内

新

山

10
／
３３３５

 

12

 

18

 

19

 

21

 

22
楠
木　

壽
子

月
川　

熊
男

森　
　

繁
雄

淀　
　

七
丸

篠
﨑　

吉
光

古
庄　

婦
美

野
口　

次
助

宮
本　

リ
ツ

生
山　

サ
ダ

87
歳

89
歳

84
歳

87
歳

98
歳

94
歳

81
歳

86
歳

98
歳

上
津
久
礼

東
ヶ
丘

あ
さ
ひ
ヶ
丘

あ
さ
ひ
ヶ
丘

緑
ヶ
丘

八
久
保

武
２
町
内

出

分

鉄
砲
小
路

ご
出
生
お
め
で
と
う（
10
月
届
出
分
）

12月

2011年  12月

お
め
で
た

お
く
や
み

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す（
10
月
届
出
分
）

ご
芳
名

ご
逝
去

年
齢

行
政
区

赤
ち
ゃ
ん

届
出
人

行
政
区

出
生
日

り
ん

ま　

な

ま　

み

み　

く

た
い
せ
い

ひ
め
か

み　

う

12月

菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
の
灯

■
香
典
返
し（
敬
称
略
）

橋
本　

一
利（
故
チ
ヨ
子
） 

南
八
久
保

児
玉　

久
人（
故
照
子
） 

武
８
町
内

宮
本
ス
ミ
子（
故
正
義
） 

緑
ヶ
丘

野
口　

善
弘（
故
善
正
） 

馬
場
楠

月
川
タ
ミ
ヱ（
故
熊
男
） 

東
ヶ
丘

森　
　

覚
澄（
故
繁
雄
） 

あ
さ
ひ
ヶ
丘

古
庄　
　

力（
故
婦
美
） 

八
久
保

宮
本　

淳
一（
故
リ
ツ
） 

出　
　

分

生
山　

高
公（
故
サ
ダ
） 

鉄
砲
小
路

■
に
こ
に
こ
献
金（
敬
称
略
）

退
院
祝
い　
　

宮
本　

義
次 

出　
　

分

八
十
歳
記
念　

髙
木　

建
三 

古
閑
原

濵
田　

光
希

梅
田　

悠
仁

田
中　

咲
姫

安
武　

大
悟

林
田　

颯
太

平
嶋　

凛
音

増
田　
　

健

二
子
石
結
愛

村
木　

虎
徹

右
田　

結
愛

小
山　

陸
翔

福
島　
　

凛

柴
田　

雄
斗

田
上
風
優
花

宮
本　
　

修

河
相　

隼
斗

吉
本　

泰
智

山
本　

悠
真

島
崎
未
来
唯

中
野
尾
優
香

本
中
僚
太
郎

田
崎　

星
來

松
原
琉
依
斗

犬
丸　

美
帆

吉
田　

帆
花

中
野　

心
美

こ
う
き

ゆ
う
と

さ　

き

だ
い
ご

そ
う
た

り　

お
た
け
る

ゆ　

あ

こ
て
つ

ゆ　

ま

り
く
とり

ん

ゆ
う
と

ふ　

う　

か
し
ゅ
う

は
や
と

た
い
ち

ゆ
う
ま

み　

ら　

い

ゆ
う
か

り
ょ
う
た
ろ
う

せ
い
ら

る　

い　

と

み　

ほ

ほ
の
か

こ
こ
み

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

232-5266

0968-25-2317

242-2231

0968-38-0075

293-0555

232-5151

0968-25-2738

0968-38-7070

0968-24-2551

0968-38-6018

0968-25-2046

0968-37-2037

344-4833

213-5656

0968-25-2285

0968-38-2222

348-6305

0968-25-4230

232-5011

232‒4426

248-5800

232-2021

0968-25-2230

344-1311

293-0864

菊陽町

菊池市

合志市

菊池市

大津町

菊陽町

菊池市

菊池市

菊池市

菊池市

菊池市

菊池市

合志市

菊陽町

菊池市

菊池市

合志市

菊池市

菊陽町

菊陽町

合志市

菊陽町

菊池市

合志市

大津町

18日日

4日日

25日日

１1日日

老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター

法　　律

税　　金

消費生活

財産相続

登 記 ・
法律相談
●問い合わせ／社会福祉協議会　☎232‒3593

会　場
■ 専門相談（午後1時～午後3時）
相談名 実施日

☎232‒3592

■ 介護相談　随時（月曜日～金曜日）
電話

会　　場

■ 行政相談（午前10時～正午）

老人福祉センター
実施日

５日（月)
16日（金)
12日（月)
１日（木)
19日（月)
20日（火)
26日（月)
14日（水)
22日（木)

菊陽町社会福祉協議会居宅介護支援事業所
事業所名

17日（土）

図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

夜間納税相談（税務課）午後9時まで

菊陽町婚活パーティー
日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

さんふれあ・図書館休館日

天皇誕生日

２３日金
天皇誕生日

※医療機関の都合などによりやむを得ず変更になる場合もあ
りますので最新情報は菊池郡市医師会テレホンサービス（歯
科医を除く）で確認してください。  ☎0968‒25‒3300

※薬局は菊陽町のみを掲載しています。

総合交流ターミナル

定期イベント

１日回数券の日　
８日メンズデー(半額)
15日さんさんデー(半額)　
22日お客さま感謝デー(半額)

５日加工品試食会　
９・23日感謝デー(1,200円以上お買い上げの人
に野菜プレゼント)
※なくなり次第終了。毎週金曜日は肉と豆腐の特売日。

12月のイベントご案内
14日水 12:30～ さんふれあ舞の会
15日木 第18回さんふれあ杯グラウンドゴルフ大会
　　　　（申込期限12月８日）
18日日 10:00～
さんふれあ年末感謝祭（クリスマスミニライブほか）
23日金 17:00～18:30
第５回ふれあ館（童謡）コンサート
25日日 10:00～
さんふれあ年末感謝祭（餅つき、ミニライブほか）
27日火 年末特別営業（もち販売開始）
29日木 さんさんの湯　年末感謝デー

毎週月曜日 さんふれあポイントカードポイント２倍

押し花体験教室第１・３水曜日

直売所

温泉

問い合わせ　☎（232）8690

高齢者大学
（問い合わせ：中央公民館☎232‒2116）

矢野医院

牧診療所

森本整形外科医院

岸眼科

熊本セントラル病院（歯科）

てらしま小児科医院

赤星医院

田中医院

木庭耳鼻咽喉科医院

橋本歯科医院

古荘医院

旭志石田医院

須屋クリニック

菊陽レディースクリニック

増永歯科医院

古賀医院

ひかりヶ丘眼科・内科医院

岩根胃腸科外科医院

松岡耳鼻咽喉科医院

菊陽調剤薬局

みやの小児科

本多内科胃腸科医院

川口病院

いのうえ眼科

片山歯科医院 会　　場

■ 心配ごと相談（午前10時～正午）
実施日
17日（土）
24日（土）

ふれあい交流・福祉支援センター  ☎337‒6830
老人福祉センター ☎232‒3966
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菊陽町人権子ども集会（菊陽町民体育館　午前9時～午前11時30分）

さんふれあから

役場閉庁（12/29～1/3）

役場閉庁（12/29～1/3）

役場閉庁（12/29～1/3）

図書館年末年始休館（12/28～1/3）

※日曜窓口は休止となりますのでご注意ください

日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）
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図書館休館日
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